
(様式第 10) 

海 大 第 8 9 0 号  

令和２年１０月１５日  

  厚生労働大臣        殿 

 北海道大学総長 寳 金 清 博  (印) 

 

北海道大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和元年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒060-0808 札幌市北区北8条西5丁目 

 氏   名  国立大学法人北海道大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 国立大学法人北海道大学 北海道大学病院 

 

3 所在の場所 

〒060－8648 

    札幌市北区北14条西5丁目                            

                                  電話( 011 ) 716 － 1161 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         ○2 消化器内科           ○3 循環器内科          4腎臓内科       

  ○5 神経内科         ○6 血液内科              7内分泌内科          8代謝内科       

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科       11リウマチ科 

 診療実績 

 

 

 

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 



 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  ○1 呼吸器外科           ○2 消化器外科          ○3 乳腺外科           4心臓外科      

   5血管外科              6心臓血管外科         7内分泌外科         ○8 小児外科 

 診療実績 

  心臓外科、血管外科及び心臓血管外科は循環器外科、内分泌外科は乳腺外科が当該医療の提

供を行っている。 

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

○1 精神科  ○2 小児科  ○3 整形外科  ○4 脳神経外科  ○5 皮膚科  ○6 泌尿器科  

7産婦人科  ○8 産科   ○9 婦人科  ○10 眼科     ○11 耳鼻咽喉科  ○12 放射線科  

○13 放射線診断科  ○14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  ○1 小児歯科   ○2 矯正歯科  ○3 口腔外科 

 歯科の診療体制 

 

 

 

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

1 腫瘍内科 2 循環器外科 3 形成外科 4 リハビリテーション科   5 病理診断科  6    

  7          8            9         10       11          12           13         

14     15           16        17         18          19           20          

21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

70床 0床 0床 0床 874床 944床 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師         230人 312.5人  542.5人 

 

 看 護 補 助 者          127人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         85人 54.3人  139.3人  理 学 療 法 士           16人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   82人 

 薬 剤 師          68人    0人     68人  作 業 療 法 士            10人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師           0人    0人      0人  視 能 訓 練 士            13人 そ の 他           0人 

 助 産 師          31人    0人     31人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師         901人   27人 920.7人  臨 床 工 学 士   25人 医療社会事業従

事者 

   11人 

 准 看 護 師           0人    0人      0人  栄  養  士             0人 その他の技術員           33人 

 歯科衛生士      6人    7人     13人  歯 科 技 工 士            6人 事 務 職 員          312人 

 管理栄養士      7人    0人      7人  診療放射線技師     58人 その他の職員          140人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 70 人 眼 科 専 門 医 21 人  

外 科 専 門 医 73 人 耳鼻咽喉科専門医 20 人 

精 神 科 専 門 医 21 人 放射線科専門医 40 人 

小 児 科 専 門 医 44 人 脳神経外科専門医 17 人 

皮 膚 科 専 門 医 16 人 整形外科専門医 41 人 

泌尿器科専門医 15 人 麻 酔 科 専 門 医 32 人 

産婦人科専門医 20 人 救 急 科 専 門 医 20 人 

  合 計 450 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 秋田 弘俊 ） 任命年月日 平成３１年４月１日 

「医療安全管理委員会委員」 

 副病院長 平成２８年４月１日～ 

  病院長  平成３１年４月１日～現在に至る 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数         714人              14人             728人 

 １日当たり平均外来患者数              2,429人               691人            3,120人 

 １日当たり平均調剤数                                                              1476 剤 

必要医師数 211人  

必要歯科医師数 37人  

必要薬剤師数 25人  

必要（准）看護師数 469人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

   920m 2 

 

 

鉄骨鉄筋

コンクリ

ート 

   病 床 数 10床  心  電  計 有 

   人工呼吸装置 有  心細動除去装置 有 

   その他の救急蘇生装置 有  ペースメーカー 有 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積    222m 2      病床数    ６  床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積    13m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室     93m 2 〃   （主な設備）生化学自動分析装置 

細菌検査室    173m 2 〃   （主な設備）オートクレーブ 

病理検査室    799m 2 〃   （主な設備）切り出し台 

病理解剖室    208m 2 〃   （主な設備）剖検台 

研 究 室 2,031m 2 〃   （主な設備）安全キャビネット 

講 義 室     37m 2 〃    室数     １  室  収容定員           50人 

図 書 室    136m 2 〃    室数     ３  室  蔵 書 数    1,800冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 86．7％ 逆 紹 介 率  51．2％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                      16,038 人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                   10,001 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の

数 

                                    889 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                      19,523 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

(○を付す) 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

橋本 暁佳 札幌医科大学  医療安全に精通 無 １ 

萩原 正子 小樽市立病院  医療安全に精通 無 １ 

坂本 大蔵 ほくと総合法律

事務所 

○ 
法律に精通 

無 １ 

高田 久 北海道信用保証

協会 

 医師・患者関係に

精通 

無 ２ 

生駒 一憲 北海道大学病院  医療を提供する者 有 ３ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有 

委員の選定理由の公表の有無 有 

公表の方法 

 本学ホームページ及び本院ホームページ 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

17人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

1人　

0人　

0人　

0人　

1人　

0人　

0人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩、 ピタバスタチ
ンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法

11C標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による再発の診断　頭頸部腫瘍(原発性若しくは転移性脳
腫瘍(放射線治療を実施した日から起算して半年以上経過した患者に係るものに限る。)又は上咽頭、頭蓋
骨その他脳に近接する臓器に発生する腫瘍(放射線治療を実施した日から起算して半年以上経過した患
者に係るものに限る。)であり、かつ、再発が疑われるものに限る。)

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

周術期カルペリチド静脈内投与による再発抑制療法

テモゾロミド用量強化療法

11C標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による診断　初発の神経膠腫が疑われるもの（生検又は手
術が予定されている患者に係るものに限る。）

陽子線治療　（切除不能肝細胞がん）

膵癌腹膜転移に対するS-1+パクリタキセル経静脈腹腔内投与併用療法

陽子線治療　（根治切除が可能な肝細胞がん）【陽子線治療を実施する施設】

（様式第2）（様式第2）（様式第2）（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 17 56 ベーチェット病 319
2 筋萎縮性側索硬化症 48 57 特発性拡張型心筋症 154
3 脊髄性筋萎縮症 6 58 肥大型心筋症 105
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 1
5 進行性核上性麻痺 27 60 再生不良性貧血 72
6 パーキンソン病 342 61 自己免疫性溶血性貧血 12
7 大脳皮質基底核変性症 11 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1
8 ハンチントン病 5 63 特発性血小板減少性紫斑病 130
9 神経有棘赤血球症 4 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 5 65 原発性免疫不全症候群 92
11 重症筋無力症 115 66 IgＡ 腎症 72
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 246
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 157 68 黄色靱帯骨化症 12

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
28 69 後縦靱帯骨化症 195

15 封入体筋炎 3 70 広範脊柱管狭窄症 9
16 クロウ・深瀬症候群 4 71 特発性大腿骨頭壊死症 213
17 多系統萎縮症 38 72 下垂体性ADH分泌異常症 69
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 249 73 下垂体性TSH分泌亢進症 8
19 ライソゾーム病 18 74 下垂体性PRL分泌亢進症 23
20 副腎白質ジストロフィー 4 75 クッシング病 44
21 ミトコンドリア病 23 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
22 もやもや病 208 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 150
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 434
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 4
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 4 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 39
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 17 83 アジソン病 3
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 332
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 75
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 71
32 自己貪食空胞性ミオパチー 2 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 73
34 神経線維腫症 71 89 リンパ脈管筋腫症 42
35 天疱瘡 108 90 網膜色素変性症 53
36 表皮水疱症 15 91 バッド・キアリ症候群 1
37 膿疱性乾癬（汎発型） 24 92 特発性門脈圧亢進症 5
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 5 93 原発性胆汁性肝硬変 161
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 16
40 高安動脈炎 77 95 自己免疫性肝炎 68
41 巨細胞性動脈炎 12 96 クローン病 236
42 結節性多発動脈炎 43 97 潰瘍性大腸炎 398
43 顕微鏡的多発血管炎 99 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 35 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 36 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 24 101 腸管神経節細胞僅少症 3
47 バージャー病 17 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 14 103 CFC症候群 1
49 全身性エリテマトーデス 855 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 354 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 211 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 77 107 全身型若年性特発性関節炎 1
53 シェーグレン症候群 647 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 33 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 12 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 3 161 家族性良性慢性天疱瘡 3
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 63
113 筋ジストロフィー 30 163 特発性後天性全身性無汗症 2
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 4 167 マルファン症候群 5
118 脊髄髄膜瘤 5 168 エーラス・ダンロス症候群 0
119 アイザックス症候群 1 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 14
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
1 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 1 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 1 181 クルーゾン症候群 2
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 1
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 3
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 1 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 4
142 ミオクロニー欠神てんかん 1 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 17 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 2 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 1 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 1 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 7 208 修正大血管転位症 1
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 2
160 先天性魚鱗癬 7 210 単心室症 6



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 3 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 0 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 3 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 3 266 家族性地中海熱 18
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 5 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 3 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 109 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 5 271 強直性脊椎炎 31
224 紫斑病性腎炎 14 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 2 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 13 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 12 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 1
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 8 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 2

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 3 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 2 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 7 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 1
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 7
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 4
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 15
249 グルタル酸血症1型 1 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 1 300 ＩｇＧ４関連疾患 24
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 3
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 3 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 1 304 若年発症型両側性感音難聴 2
257 肝型糖原病 1 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 19



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 1
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

2

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 1 329 無虹彩症 0
318 シトリン欠損症 1 330 先天性気管狭窄症 0

331 突発性多中心性キャッスルマン病 15

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

・ハイリスク分娩管理加算 　・

・ハイリスク妊娠管理加算

・抗菌薬適正使用支援加算

・患者サポート体制充実加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・

・摂食障害入院医療管理加算

・がん診療連携拠点病院加算

・精神科救急搬送患者地域連携紹介加算

・精神科救急搬送患者地域連携受入加算

・呼吸ケアチーム加算

・後発医薬品使用体制加算1

・医療安全対策加算１

・感染防止対策加算１

・感染防止対策地域連携加算

・無菌治療室管理加算1及び2

・緩和ケア診療加算

・精神科身体合併症管理加算

・精神科リエゾンチーム加算

・医師事務作業補助体制加算1

・急性期看護補助体制加算1

・看護職員夜間配置加算

・看護補助加算２

・療養環境加算

・重症者等療養環境特別加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・特定機能病院入院基本料（一般は７対１）
・特定機能病院入院基本料（精神１３対１）

・臨床研修病院入院診療加算　１基幹型

・救急医療管理加算1及び2

・超急性期脳卒中加算

・妊産婦緊急搬送入院加算

・診療録管理体制加算1

・病棟薬剤業務実施加算1

・病棟薬剤業務実施加算2

・データ提出加算2

・入退院支援加算２

・認知症ケア加算2

・精神疾患診療体制加算

・小児入院医療管理料２

　・

　・

　・

・精神科急性期医師配置加算

・特定集中治療室管理料4

・ハイケアユニット入院医療管理料2

・総合周産期特定集中治療室管理料
（母体・胎児集中治療室管理料）

・総合周産期特定集中治療室管理料
（新生児集中治療室管理料）

・新生児治療回復室入院医療管理料

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・医療機器安全管理料2＆歯科 ・神経学的検査

・薬剤管理指導料 ・脳磁図（旧　神経磁気診断）

・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 ・脳波検査判断料1

・医療機器安全管理料1 ・遠隔脳波診断

・がん治療連携管理料 ・皮下連続式グルコース測定

・外来排尿自立指導料 ・長期脳波ビデオ同時記録検査1

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・長期継続頭蓋内脳波検査

・療養・就労両立支援指導料の注２に規定する相談体制充実
加算

・胎児心エコー法

・がん治療連携計画策定料 ・人工膵臓

・ハイリスク妊産婦連携指導料１
・ハイリスク妊産婦連携指導料２

・ヘッドアップティルト試験

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・ニコチン依存症管理料 ・時間内歩行試験

・外来放射線照射診療料 ・植込型心電図検査

・移植後患者指導管理料（臓器移植後、造血幹細胞移植後） ・検体検査管理加算（Ⅳ）

・小児運動器疾患指導管理料 ・遺伝カウンセリング加算

・糖尿病透析予防指導管理料 ・国際標準検査管理加算

・がん患者指導管理料ロ ・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）

・外来緩和ケア管理料
・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

・がん患者指導管理料ハ ・抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性同定検査）

・喘息治療管理料 ・持続血糖測定器加算

・糖尿病合併症管理料 ・骨髄微小残存病変量測定

・がん患者指導管理料イ ・遺伝学的検査

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・造血器腫瘍遺伝子検査

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・ウイルス疾患指導料 ・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

・植込型除細動器移行期加算 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・高度難聴指導管理料 ・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

高度の医療の提供の実績

（様式第2）（様式第2）（様式第2）（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・がん患者リハビリテーション料
・脊髄刺激装置植込術
・脊髄刺激装置交換術

・児童思春期精神科専門管理加算 ・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術

・救急患者精神科継続支援料
・緑内障手術〔緑内障治療用インプラント挿入術（プレート
のあるもの）〕

・初期加算 ・腫瘍脊椎骨全摘術

・呼吸器リハビリテーション料Ⅰ ・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

・初期加算
・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
・脳刺激装置交換術

・脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ
・組織拡張器による再建手術〔乳房（再建手術）の場合に限
る〕

・初期加算
・骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術に
限る）

・運動器リハビリテーション料Ⅰ ・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・無菌製剤処理料
・医科点数表第２章第１０部手術の通則５及び６に掲げる手
術

・心大血管疾患リハビリテーション料Ⅰ ・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

・初期加算 ・皮膚移植術（死体）

・大腸CT撮影加算 ・透析液水質確保加算

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 ・一酸化窒素吸入療法

・外来化学療法加算1 ・磁気による膀胱等刺激法

・ＣＴ撮影及びMRI撮影 ・人工腎臓

・冠動脈CT撮影加算 ・慢性維持透析濾過加算

・心臓MRI撮影加算 ・導入期加算２

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 ・医療保護入院等診療料

・画像診断管理加算1（歯科以外） ・硬膜外自家血注入

・ポジトロン断層撮影
・ポジトロン断層・コンピュター断層複合撮影

・エタノールの局所注入(甲状腺・副甲状腺）

・小児食物アレルギー負荷検査 ・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

・内服・点滴誘発試験 ・精神科デイ・ケア「小規模なもの」

・センチネルリンパ節生検（併用）
・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・補聴器適合検査 ・認知療法・認知行動療法１

・ロービジョン検査判断料 ・精神科作業療法

（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・両室ぺーシング機能付き植込型除細動器移植術
・両室ぺーシング機能付き植込型除細動器交換術

・腹腔鏡下小切開副腎摘出術

・経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの） ・腹腔鏡下小切開腎部分切除術

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） ・腹腔鏡下小切開腎摘出術

・植込型心電図記録計移植術
・植込型心電図記録計摘出術

・同種死体膵移植術
・同種死体膵腎移植術

・両心室ペースメーカー移植術
・両心室ペースメーカー交換術

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・植込型除細動器移植術
・植込型除細動器交換術

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

・経皮カテーテル大動脈弁置換術 ・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・経皮的僧帽弁クリップ術 ・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・ペースメーカー移植術
・ペースメーカー交換術
・リードレスペースメーカー移植術

・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術

・経皮的冠動脈形成術 ・腹腔鏡下肝切除術

・経皮的冠動脈ステント留置術 ・生体部分肝移植術

・胸腔鏡下弁形成術
・胸腔鏡下弁置換術

・同種死体肝移植術

・肺悪性腫瘍手術 ・胃瘻造設術

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は1肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

・食道縫合術（穿孔、損傷）等（内視鏡によるもの）
・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔手術） ・経皮的大動脈遮断術

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
・下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）

・ダメージコントロール手術

・乳がんセンチネルリンパ節加算１
・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

・網膜再建術 ・植込型補助人工心臓（拍動流型）

・人工内耳植込術 ・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

・植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術 ・同種心移植術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・緑内障手術〔水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術〕 ・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

・補助人工心臓

（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・外来放射線治療加算 ・口腔病理診断管理加算　2

・体外照射呼吸性移動対策加算 ・歯科画像診断管理加算 1

・高エネルギー放射線治療 ・歯科画像診断管理加算 2

・麻酔管理料(Ⅰ） ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

・麻酔管理料(Ⅱ） ・歯科矯正診断料

・放射線治療専任加算 ・顎口腔機能診断料

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
・下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に
係るものに限る。）

・内視鏡手術用支援機器加算 ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・胎児胸腔・羊水腔シャント術 ・歯根端切除術　注３

・輸血管理料Ⅰ ・歯周組織再生誘導手術

・コーディネート体制充実加算
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に
係るものに限る。）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る） ・有床義歯咀嚼機能検査

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る） ・精密触覚機能検査

・内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術 ・歯科口腔リハビリテーション料２

・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術 ・病理診断管理加算２

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

・歯科治療総合医療管理料

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

・粒子線治療適応判定加算

・人工尿道括約筋植込･置換術 ・粒子線治療医学管理加算

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 ・保険医療機関間の連携による病理診断

・生体腎移植術 ・直線加速器による放射線治療（定位放射線治療）

・膀胱水圧拡張術 ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・粒子線治療（一連につき）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

・強度変調放射線治療（IMRT）

・同種死体腎移植術 ・画像誘導放射線治療（IGRT）

（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・手術用顕微鏡加算

（様式第2）（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・がんゲノムプロファイリング検査
　　１　検体提出時
　　※先進医療で実施されていた疾患について保険適用

　・

　・がんゲノムプロファイリング検査
　　２　結果説明時
　　※先進医療で実施されていた疾患について保険適用

　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

剖　検　の　状　況 剖検症例数　　　　16　例　　　／　　剖検率    2.9  　　　　%

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

約300回

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

脳放射線治療の個別最適化に向けた包括的研究 青山　英史 放射線治療科 2,500,000
補
委

日本学術振興会

PD-L1の遺伝子変異および糖鎖修飾の意義とバイオマー
カー開発に関する研究

秋田　弘俊 腫瘍内科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発 浅野　毅 整形外科 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

高信頼性内視鏡外科医育成のための継続的教育モデル
の構築

安部　崇重 泌尿器科 1,200,000
補
委

日本学術振興会

造血幹細胞移植患者のQOL改善に直結する薬剤性味覚障
害のメカニズム解明

阿部　貴惠 高齢者歯科 1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

CDDP耐性肝芽腫におけるメチル化異常の解明と新規治
療法の探求

荒　桃子 消化器外科Ⅰ 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

疾患特異的iPS細胞を用いたATRX変異神経膠腫における
テロメア伸長機構の解明

伊師　雪友 脳神経外科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

統合失調症治療薬クロザピン誘発性流涎症の発現機序
の解明

石川　修平 薬剤部 510,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

難治性血管奇形に対するmTOR経路に着目した血管新生
阻害療法の開発

石川　耕資 形成外科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

手洗いの除菌によりカルバペネム耐性緑膿菌を激減さ
せる革新的手法の開発と基礎的研究

石黒　信久
感染制御部（小児
科）

1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

母体環境化学物質曝露が児の性分化に与える影響と遺
伝子多型による修飾

今　雅史
血液浄化部（泌尿器
科）

1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

抗神経成長因子抗体と関節注射併用による変形性膝関
節症に対する新たな疼痛治療の開発

岩崎　浩司 整形外科 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

培養細胞上の糖鎖抗原変化と自家細胞移植における免
疫応答発生機序の解明

岩崎　倫政 整形外科 2,800,000
補
委

日本学術振興会

自己免疫疾患における補体の新たな働きの解明 岩田　浩明 皮膚科 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

左室駆出率の保たれた心不全患者における心筋線維
化、左室拡張機能、運動耐容能の関連

岩野　弘幸 循環器内科 700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

HLA構造解析を用いた腎移植後慢性拒絶反応発症リスク
評価アルゴリズムの確立

岩見　大基 泌尿器科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

歯の発生におけるSATB2の役割 上村　光太郎 矯正歯科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

制御性T細胞に着目した新規乾癬マウスモデルの作製と
治療応用

氏家　韻欣 皮膚科 1,600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

水疱性類天疱瘡抗原反応性T細胞株の樹立と応用 氏家　英之 皮膚科 3,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

肥満モデルマウスにおける術後認知機能障害の検討ー
機序およびその予防ー

内田　洋介 麻酔科 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

妊娠・出産に伴う血中ケトン体の役割：胎児の成長と
産後うつ病の回避

馬詰　武 産科 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

胃癌に対する新規蛍光腹腔鏡システムを用いた光線力
学的術中リンパ節転移診断法の確立

海老原　裕磨 消化器外科Ⅱ 1,000,000
補
委

日本学術振興会

後縦靭帯骨化症における肥満/耐糖能異常に関連する遺
伝素因と環境因子の探索

遠藤　努 整形外科 2,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

膀胱がんサバイバーの患者立脚型アウトカムを適切に
測定できるQOL評価法の確立

大澤　崇宏 泌尿器科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

増殖型レトロウイルスベクターを用いた胆道癌に対す
る新規遺伝子治療の開発

岡村　圭祐 消化器外科Ⅱ 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

間葉系幹細胞の培養上清を用いた内視鏡的粘膜下層剥
離術後の食道狭窄予防

小野　尚子 消化器内科 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

CRISPR技術を用いたモザイク病変を有する遺伝性皮膚
疾患モデルマウスの作製

小野寺　智洋 整形外科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

左室駆出率が保たれた心不全に合併する早期ステージ
肺高血圧の新規診断戦略の開発

表　和徳 循環器内科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委託元

（様式第3）



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

糖尿病の脈絡膜厚調節に対するVEGF-αB-クリスタリン
系の関与

加瀬　諭 眼科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

橋渡し研究_A141_血液脳脊髄関門に注目した既存薬の
応用による中枢神経保護薬の開発

角家　健 整形外科 1,700,000
補
委

日本医療研究開発機構

末梢神経の軸索再生を支える細胞機構と接着因子の解
明

角家　健 整形外科 19,413,300
補
委

日本医療研究開発機構

Radiomicsを用いた肝癌に対する"個別化"陽子線治療法
の確立

加藤 徳雄 放射線治療科 600,000
補
委

日本学術振興会

乳癌の個別化治療に向けたMRIのRadiomics解析による
治療効果予測

加藤　扶美
放射線部（放射線診
断科）

700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

滑膜線維芽細胞特異的オートファジーの制御を介した
関節リウマチの新規治療法開発

加藤　将 内科Ⅱ 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

高悪性度唾液腺癌に対する網羅的遺伝子解析による新
規治療標的分子の発見

加納　里志 耳鼻咽喉科 700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

HFpEFの虚血条件における催不整脈性の解明 鎌田　塁 循環器内科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

4D Flow‐MRIを用いた大動脈弁置換術後合併症予測指
標に関する研究

神谷　究 循環器内科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

ニューロメジンBはクッシング病の新規治療薬となるか 亀田　啓 内科Ⅱ 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

O-17標識水を用いたMRIと同位体顕微鏡による中枢神経
系の水動態の解明

亀田　浩之 歯科放射線科 1,800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

軸索再生に至適なシュワン細胞の同定 河村　太介 整形外科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

超音波内視鏡下針生検による膵臓癌腫瘍内細菌叢の検
出可能性の研究

川本　泰之 消化器内科 1,700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

腎癌転移における腫瘍血管内皮細胞－がん細胞クラス
ターの役割解明

菊地　央 泌尿器科 800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

正常眼圧緑内障モデルマウスにおける熱ショック蛋白
質を介した網膜神経保護

木嶋　理紀 眼科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

非小細胞肺癌における抗癌薬耐性化の克服を目指した
ヒストン修飾酵素阻害療法の開発

木下　一郎
がん遺伝子診断部
（腫瘍内科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

前向き難治性喘息コホートにおける、バイオマーカー
の経年的変化についての研究

木村　孔一 内科Ⅰ 600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

脂質メディエーター制御因子AIMの喘息・アレルギー病
態における役割の解明

木村　裕樹 内科Ⅰ 1,700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

メラノーマ転移動物モデルにおける低酸素ストレス応
答の解析

草島　英梨香 形成外科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

0－17酸素MRIによる細胞内代謝の仮視化 工藤　與亮 放射線診断科 3,800,000
補
委

日本学術振興会

O-17酸素MRIによる細胞内代謝の仮視化 工藤　與亮
放射線部（放射線診
断科）

3,800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

ヒト化マウスによる難治性胆汁うっ滞性疾患と移植後
HLA抗体の病態解明と治療法開発

後藤　了一 消化器外科Ⅰ 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

一軸配向化高靭性合成コラーゲンゲル繊維束の生体内
再構築に関する適応制御機序の解明

近藤　英司
スポーツ医学診療セ
ンター

1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

シクロオキシゲナーゼ2選択的阻害薬がシスプラチン起
因性腎障害に与える影響の検討

齋藤　佳敬 薬剤部 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

糖尿病網膜症における可溶型VAP-1/SSAOの産生機構 齋藤　理幸 眼科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

肺癌組織系の違いによるNumbの肺癌増殖に対する機能
について

榊原　純 内科Ⅰ 1,600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

口腔がん悪性化におけるRNA編集酵素ADAR1の意義解明 坂田　健一郎 口腔内科 800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

慢性肝疾患の組織病態進展機構の解析および血清組織
糖鎖の網羅的探索による予後予測マーカーの構築

坂本　直哉 消化器内科 32,710,000
補
委

日本医療研究開発機構

マクロファージをターゲットにしたBRONJ発症機序の解
明と治療法の開発

佐藤　明 口腔内科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

新規血管作動性物質の動脈硬化促進機序の解明と虚血
性心疾患のバイオマーカーへの応用

佐藤　健吾 検査・輸血部 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

腫瘍血管内皮サイトカインレセプターの口腔癌の予後
予測診断法への応用

佐藤　千晴 口腔内科 700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額 補助元又は委託元

橋渡し研究：新規医療技術の持続的創出を実現するｵｰ
ﾌﾟﾝｱｸｾｽ型拠点形成

佐藤　典宏
臨床研究開発セン
ター

117,050,000
補
委

国立研究開発法人日本医
療研究開発機構

医療技術：安全性確保に立脚した新規医療技術開発推
進に関する研究

佐藤　典宏
臨床研究開発セン
ター

160,500,000
補
委

国立研究開発法人日本医
療研究開発機構

臨床研究総合促進事業：臨床研究・治療従事者等に対
する研修プログラム

佐藤　典宏
臨床研究開発セン
ター

9,000,000
補
委

厚生労働省

臨床研究総合促進事業：先進医療等実用化促進プログ
ラム

佐藤　典宏
臨床研究開発セン
ター

12,430,000
補
委

厚生労働省

Precision Medicine時代を切り拓く11C標識メチオニン
の脳腫瘍診断に関する研究－薬剤自動合成装置の医療
機器承認取得を目指して－

志賀　哲 核医学診療科 23,970,720
補
委

日本医療研究開発機構

脂肪肝グラフトのミトコンドリア機能と抗酸化能を増
強する画期的な肝体外灌流法の開発

嶋村　剛
臓器移植医療部（消
化器外科Ⅰ）

2,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

慢性腎臓病におけるミネラル結晶とコラーゲン分子の
組織化障害がもたらす骨脆弱性

清水　智弘 整形外科 800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

子どもの言語機能はどのように形成され修復されるの
か？－脳磁図による検討－

白石　秀明 小児科 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

ヘリコバクター・ピロリの薬剤耐性モニタリングと除
菌戦略の立案

杉山　敏郎

先進消化器がん分子
標的治療・予防学研
究部門（消化器内
科）

3,000,000
補
委

厚生労働省

末梢血エクソソームRNA解析による閉塞性肺疾患の類似
性・相違点・合併病態の解明

鈴木　雅 内科Ⅰ 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

好酸球性副鼻腔炎におけるSIRT1によるサイトカイン発
現制御機序の解明

鈴木　正宣 耳鼻咽喉科 600,000
補
委

日本学術振興会

細胞内亜鉛とTGF-βシグナル制御による好酸球性副鼻
腔炎の新規治療法の開発

鈴木　正宣 耳鼻咽喉科 12,000,000
補
委

日本学術振興会

レポーターアッセイによる新規・大規模抗HBV薬スク
リーニング系を用いた薬剤開発

須田　剛生 消化器内科 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

椎間板再生治療における組織修復材の開発 須藤　英毅 整形外科 91,000,000
補
委

日本医療研究開発機構

マイクロカテーテルのカニュレーション難易度解明と
科学的トレーニングシステムの開発

曽山　武士
放射線部（放射線診
断科）

1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

陽子線治療におけるパラメトリックDVH予測モデルの構
築と治療高度化の試み

高尾　聖心 医学物理部 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

BET阻害による非相同末端結合機構抑制効果を用いた新
しい肺癌治療の開発

高島　雄太 内科Ⅰ 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

移植片対宿主病による肝幹細胞傷害の有無と肝組織再
生に与える影響についての検討

高橋　秀一郎 検査・輸血部 1,600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

高難度手術の教育システム開発～いかに安全に職人技
を継承させるか～

高橋　誠 臨床研修センター 700,000
補
委

日本学術振興会

医学生等地域医療体験実習支援事業 高橋　誠 臨床研修センター 4,000,000
補
委

北海道

成熟型延髄呼吸中枢におけるノシセプチンの役割と責
任部位の解明

瀧田　恒一 麻酔科 600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

ミトコンドリア心筋症の新規診断法の確立 武田　充人 小児科 1,900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

根面う蝕の撲滅を目指して！バイオミメティック法を
用いたセメント質強化法の確立

田中　佐織
口腔総合治療部
（歯周・歯内療法
科）

900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

新たな根面う蝕治療に向けたバイオアクティブ材料と
ナノテク材料の応用

田中　亨 歯冠修復科 600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

高齢者に対する簡便な嚥下機能測定機器の開発 千葉　春子
リハビリテーション
部（リハビリテー
ション科）

400,000
補
委

公益財団法人北海道科学
技術総合振興センター

遺伝子解析による鼻副鼻腔悪性黒色腫新規治療標的分
子の同定

対馬　那由多 耳鼻咽喉科 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

難治性固形癌の局所免疫環境に着目した手術期の個別
化免疫化学療法の開発

土川　貴裕 消化器外科Ⅱ 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

非血縁者間末梢血幹細胞移植における新規慢性GVHD予
防法と持続型G-CSFによる幹細胞動員の開発研究

豊嶋　崇徳 血液内科 9,800,000
補
委

日本医療研究開発機構

統合失調症の認知機能障害に対する新規の聴知覚・視
知覚訓練の開発と改善効果の検討

豊巻　敦人 精神科神経科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

大規模臨床データを用いたアジア欧米間心不全診療の
実態の解明と国際リスクモデルの開発

永井　利幸 循環器内科 1,100,000
補
委

日本学術振興会
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肺動脈性肺高血圧症の新規治療法の開発 永井　礼子 小児科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

ソフトマター工学を利用した"見える"粒子塞栓物質の
開発

長内　俊也 脳神経外科 1,400,000
補
委

日本学術振興会

好中球プログラム細胞死をターゲットにしたANCA関連
腎炎の新規治療開発

中沢　大悟
血液浄化部（内科
Ⅱ）

1,700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

Advanced dynamic statistical parametric mapping
to identify minimum epileptogenic lesion for
seizure freedom

中島　翠 小児科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

ニューラルネットワーク応用によるブラキシズムパ
ワー値推定システム構築への挑戦

中島　利徳 冠橋義歯補綴科 1,700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

IL-12による好酸球性副鼻腔炎の病態制御機構の解明 中薗　彬 耳鼻咽喉科 800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

口内環境が頭頸部・食道癌の発生・再発に与える影響
の解析

中積　宏之
腫瘍センター（消化
器内科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

"はがせる"新規歯科矯正用接着材の開発 中西　康 矯正歯科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

胆道癌リンパ節転移巣における浸潤・増殖機序に関す
る検討

中西　喜嗣 消化器外科Ⅱ 1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

IgE測定のピットフォールとなるIgG4-IgE複合体の解明
と新規測定法の開発

中野　恵一 検査・輸血部 540,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

グルコキナーゼの制御による膵β細胞量調節メカニズ
ムの解明

中村　昭伸 内科Ⅱ 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

高難度手術体系的教育のためのシミュレーショント
レーニングシステムの開発

中山　智英 消化器外科Ⅱ 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

高分解能PET装置を用いた冠動脈プラーク炎症病変の可
視化と心筋梗塞発症の機序解明

納谷　昌直 循環器内科 5,800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

新撮像法の拡散尖度画像による、躁うつ病と大うつ病
患者群間の大脳白質構造差異の検出

成田　尚 精神科神経科 700,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

ぶどう膜炎における上皮増殖因子受容体依存性局所炎
症増幅回路の検討

南場　研一 眼科 1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

多発性嚢胞腎における嚢胞増悪の機序、および予後予
測因子の解明

西尾　妙織 内科Ⅱ 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

世界初！ナノセラミクス配合ヒトコラーゲンによる安
心安全な歯周組織再生法

西田　絵利香 歯周・歯内療法科 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

深層学習と意味解析を組み合わせた臨床研究データを
標準化する手法の開発

西本　尚樹
臨床研究開発セン
ター

1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

SLC46A1新規変異を有した遺伝性葉酸吸収不全症に関す
る研究

野川　奈津子 小児・障害者歯科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

がん患者末梢血浮遊DNAの全身性炎症反応への役割の解
明

野口　卓郎 腫瘍内科 1,600,000
補
委

日本学術振興会

呼吸器上皮に存在するM細胞の生理的・病理的条件にお
ける機能の解明

乃村　俊史 皮膚科 4,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

アレルギー性皮膚疾患の発症基盤の解明 乃村　俊史 皮膚科 2,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

マクロファージ-筋線維芽細胞系を標的とした慢性GVHD
治療法の開発

橋本　大悟 血液内科 1,400,000
補
委

日本学術振興会

新規陰性症状評価システムの構築と、陰性症状の生物
学的基盤の探索

橋本 直樹 精神科神経科 800,000
補
委

日本学術振興会

吸入麻酔薬の血中および脳内濃度の簡便な測定法の開
発と臨床への応用

長谷　由理 歯科麻酔科 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

抗酸化アミノ酸を応用した新規外傷歯の治療方法の開
発

久田　明奈 小児・障害者歯科 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

正常血管に作用しない悪性腫瘍特異的血管新生阻害剤
のハイスループットスクリーニング

樋田　泰浩
地域医療連携福祉セ
ンター（循環器・呼
吸器外科）

4,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

本邦の小児～若年成人骨髄異形成症候群における先天
性素因と臨床像の解明

平林　真介 小児科 800,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

バイオインフォマティクスアプローチによる後天性中
耳真珠腫シグナル伝達機構の解析

福田　篤 耳鼻咽喉科 1,900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

単球で合成されるプロトロンビンが関与する抗リン脂
質抗体産生機序の解明

藤枝　雄一郎 内科Ⅱ 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会
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MRIによる頭頸部癌の生物学的特性の画像化と人工知能
による予後予測モデル開発

藤間　憲幸 放射線診断科 600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

小細胞肺癌におけるDLL3の機能及び遺伝子異常の検討 古田　恵 内科Ⅰ 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

腫瘍血管の異常性獲得に乳酸アシドーシスが及ぼす影
響の検討

北條　敬之 歯科麻酔科 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

腎移植における慢性抗体関連型拒絶反応の早期診断法
の開発

堀田　記世彦 泌尿器科 1,300,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

老化促進マウスにおける敗血症関連脳障害の機序－神
経炎症からの検討－

干野　晃嗣 麻酔科 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

オッセオインテグレ―ション関連因子を用いた新規イ
ンプラント周囲骨再生治療の開発

堀内　留美 義歯補綴科 600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

てんかん患者の基本的な皮膚電気活動を明らかにする 堀之内　徹 精神科神経科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

肝細胞癌との共通メカニズムに基づく肝芽腫の新規分
子診断・治療開発

本多　昌平 消化器外科Ⅰ 1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

進行上顎洞癌に対する超選択的動注化学療法を併用し
た放射線治療による新規治療法開発に関する研究

本間　明宏 耳鼻咽喉科 18,044,000
補
委

日本医療研究開発機構

デジタル半導体PET装置による被曝低減・定量精度向上
を担保した画像構築法の開発

孫田　惠一 放射線部 600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

手掌腱膜の繊維化における炎症増幅回路活性化分子の
解析

松井　雄一郎 整形外科 1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

成長板軟骨損傷後の治癒過程におけるガングリオシド
による内軟骨性骨化制御機構の解明

松岡　正剛 整形外科 1,600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

小児骨端線損傷後にシンデカン４欠損が成長板軟骨修
復に与える影響

松岡　正剛 整形外科 400,000
補
委

公益財団法人北海道科学
技術総合振興センター

小児の急性リンパ性白血病治療における有害事象に関
わる遺伝子多型の解明

真部　淳 小児科 50,000
補
委

日本学術振興会

産科医・小児科医養成支援特別対策事業 真部　淳 小児科 961,000
補
委

北海道

小児急性リンパ性白血病に対する標準的治療法の確立 真部　淳 小児科 40,461,000
補
委

日本医療研究開発機構

PET用低酸素イメージング薬剤であるFMISOを用いた心
サルコイドーシスの評価

真鍋　治 放射線診断科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

心サルコイドーシス診断における包括的全身造影CT検
査および解析法の確立

真鍋　徳子 放射線診断科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

HIF-PH阻害剤を用いた顔面神経麻痺治療～神経再生促
進と表情筋萎縮防止の二刀流

三浦　隆洋 形成外科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

睡眠時ブラキシズムに影響する測定環境要因の解明－
真のブラキシズム発現数を求めて

三上　紗季
高次口腔医療セン
ター（冠橋義歯補綴
科）

2,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

PD-1/PD-L1が関与する重症外傷病態の解明および新規
治療法の開発

水柿　明日美 救急科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

HPV関連中咽頭癌の予後因子の解明とリキッドバイオプ
シーによる治療効果予測の検討

水町　貴諭 耳鼻咽喉科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

卵巣がんの血管新生阻害薬耐性の発生を予防するため
のCCR2阻害薬併用療法の開発

三田村　卓 婦人科 1,500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

矯正歯科治療の期間短縮に向けたマイクロカレント
（微弱電流）機器の開発

武藤　麻未 矯正歯科 400,000
補
委

公益財団法人北海道科学
技術総合振興センター

悪性グリオーマに対するケモタキシスを応用した細胞
誘殺療法の研究

茂木　洋晃 脳神経外科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

B型肝炎ウイルスcccDNA排除を目指した新規抗ウイルス
治療の開発

森川　賢一 消化器内科 1,100,000
補
委

日本学術振興会

遺伝子変異および発現分子解析に基づく外耳道扁平上
皮癌に対する治療戦略構築

森田　真也 耳鼻咽喉科 600,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

IMPTを用いた「辛くない」頭頸部癌放射線治療法の開
発

安田　耕一 放射線治療科 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

紫外線皮膚障害と癌化におけるミトコンドリア分裂関
連分子の機能解析

柳　輝希 皮膚科 1,400,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

多系統萎縮症の自然歴と新規バイオマーカー開発に関
する研究

矢部　一郎 神経内科 14,820,000
補
委

日本医療研究開発機構
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低悪性度神経膠腫に対する蛍光診断：ポルフィリン代
謝分子に対する機能解析

山口　秀 脳神経外科 1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

晩期再発乳癌の予測因子の同定と再発メカニズムの解
明　－個別化治療を目指して

山下　啓子 乳腺外科 900,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

早期食道腺癌・接合部腺癌の蛍光プローブによる検出
に関する多施設共同研究

山本　桂子
光学医療診療部（消
化器内科）

1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

免疫チェックポイント阻害剤を用いたH. suis感染胃リ
ンパ腫抑制効果の検討

山本　幸司
先進消化器がん分子
標的治療・予防学研
究部門

1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

羊膜由来間葉系幹細胞を用いた放射線性口内炎の治療
法の開発

結城　敏志 消化器内科 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

小腸由来αディフェンシンによる腸内細菌叢制御機構
に着目した心不全の進展機序解明

横田　卓
臨床研究開発セン
ター

1,200,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

炎症性腸疾患活動性関連因子に関する基礎的研究 吉田　雅 消化器外科Ⅰ 1,000,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

口腔内病変を生じた類天疱瘡患者の唾液中自己抗体の
病原性解析

和田　麻由美 口腔内科 500,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

光遺伝学を用いた心室細動誘発におけるプルキンエ線
維網‐心筋接合部の役割の解明

渡邉　昌也 循環器内科 1,100,000
補
委

独立行政法人日本学術振
興会

治験の実施に関する研究［トシリズマブ］ 渥美　達也 内科Ⅱ 153,846
補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

遺伝子発現制御機構に基づく自己免疫疾患の患者層別
化と個別化医

渥美　達也 内科Ⅱ 930,000
補
委

国立大学法人東京大学

遺伝子発現制御機構に基づく自己免疫疾患の患者層別
化と個別化医

渥美　達也 内科Ⅱ 930,000
補
委

国立大学法人東京大学

IoTセルフケアアプリを活用した高血圧性疾患の重症化
予防を目指した研究

安斉　俊久 循環器内科 33,000,000
補
委

日本医療研究開発機構

経カテーテル大動脈弁置換術の有効性・最適化・費用
対効果を明らかにする研究

安斉　俊久 循環器内科 9,999,998
補
委

日本医療研究開発機構

心房細動合併急性冠症候群患者における抗血栓治療後
の出血と血栓リスクに関する前向き観察研究（多施設
共同研究）

安斉　俊久 循環器内科 66,461
補
委

順天堂大学

2型糖尿病合併不整脈治療デバイス植え込み患者におけ
るエンパグ

安斉　俊久 循環器内科 423,077
補
委

国立大学法人新潟大学

悪性腫瘍におけるAmigo発現と臨床病理学的意義の解明 加瀬　諭 眼科 450,000
補
委

国立大学法人鳥取大学

表皮水疱症の治療最適化戦略 夏賀　健 皮膚科 8,820,000
補
委

国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

精神神経ループス発症の分子機序と新規治療の開発：
ミクログリアの細胞型分化機構

河野　通仁 内科Ⅱ 1,900,000
補
委

日本学術振興会

新規腹腔鏡用蛍光スペクトル測定装置を用いた光線力
学的再建臓器血流診断法の確立

海老原 裕磨 消化器外科Ⅱ 2,000,000
補
委

株式会社アドバンテスト

自己免疫惹起性T細胞の分子病理学的解析と診断・治療
への展開

外丸　詩野 病理診断科 3,900,000
補
委

日本学術振興会

産業創出分野：運動器先端医学分野 角家　健 整形外科 34,545,454
補
委

株式会社日立ハイテクノ
ロジーズ

下肢運動器疾患に関する基礎的および臨床的研究 岩崎　倫政 整形外科 5,011,212
補
委

社会医療法人 北斗 　北
斗病院

骨髄穿刺濃縮細胞（BMAC）と高純度アルギン酸ゲル併
用における軟骨再生研究

岩崎　倫政 整形外科 2,061,136
補
委

持田製薬株式会社

バイオマテリアル機能再生分野 岩崎　倫政 整形外科 8,280,000
補
委

持田製薬株式会社

コンピュータ分子設計PAI-1阻害薬を用いたぶどう膜炎
モデル軽症化の検討

岩田　大樹 眼科 1,200,000
補
委

日本学術振興会

確率論的LQモデルによる放射線治療効果予測法の研究 鬼丸　力也 放射線治療科 800,000
補
委

日本学術振興会

排泄の悩みを解決するスマートデバイス「かわや日記
帳」の開発

橘田　岳也 泌尿器科 886,112
補
委

北海道総合通信局長

StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法と
してのmFOLF

結城　敏志 消化器内科 41,540
補
委

公益財団法人　がん集学
的治療研究財団

脳由来神経栄養因子によるミトコンドリア機能制御機
構の解明

絹川　真太郎 循環器内科 5,400,000
補
委

日本学術振興会
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妊娠高血圧腎症の発症を予知する尿中バイオマーカー
の探索

古田　伊都子 産科 1,400,000
補
委

日本学術振興会

ソフトウェア機能評価 工藤　與亮 放射線診断科 500,000
補
委

富士フイルムメディカル
株式会社　ＩＴソリュー
ション事業本部

急性期虚血性脳血管障害の非侵襲的画像診断指針の提
案

工藤　與亮 放射線診断科 500,000
補
委

国立研究開発法人国立循
環器病研究センター

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代MRI検査法の開発 工藤　與亮 放射線診断科 54,769,231
補
委

国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

GABA持続抑制不全の多様性がもたらすアンジェルマン
症候群の病態解明と治療法開発

江川　潔 小児科 2,900,000
補
委

日本学術振興会

ドラッグリポジショニング候補薬の同定、および効果
判定

荒戸　照世
臨床研究開発セン
ター

300,000
補
委

国立大学法人新潟大学

免疫グロブリン様受容体(IgLR)分子群を標的とした次
世代骨吸収抑制薬の開発

高畑　雅彦 整形外科 3,200,000
補
委

日本学術振興会

スキャニング照射法およびIMPTの標準化と評価方法の
確立

高尾　聖心 医学物理部 200,000
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

肥満が気管支喘息病態に及ぼす分子生物学的機序の解
明

今野　哲 内科Ⅰ 800,000
補
委

日本学術振興会

肝硬変の組織学的進展・軽快を担う間質微小環境因子
の包括的解析

坂本　直哉 消化器内科 5,700,000
補
委

日本学術振興会

肝硬変の組織学的展を抑制する糖鎖修飾構造を標的と
した薬剤開発系の構築

坂本　直哉 消化器内科 2,400,000
補
委

日本学術振興会

薬物性肝障害の臨床試料収集と関連解析 坂本　直哉 消化器内科 2,870,369
補
委

公益財団法人　木原記念
横浜生命科学振興財団

高齢者化学療法未施行IIIB/IV期扁平上皮肺がんに対す
るnab-Paclitaxel + Carboplatin併用療法とDocetaxel
単剤療法のランダム化第III相試験

榊原　純 内科Ⅰ 83,077
補
委

国立病院機構　名古屋医
療センター

治験の実施に関する研究［レンバチニブ（胸腺癌）］ 榊原　純 内科Ⅰ 365,000
補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

希少遺伝子変異を有する小細胞肺癌に対する新規治療
法の確立に関

榊原　純 内科Ⅰ 200,000
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

遺伝子スクリーニング基盤（LC-SCRUM-Japan）を利用
した、MET遺

榊原　純 内科Ⅰ 500,000
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

ROS1融合遺伝子陽性の進行固形がんに対する治療開発
を目指した研

榊原　純 内科Ⅰ 500,000
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

進行肺癌の血漿遊離DNAを利用したマルチ遺伝子解析法
に基づく個

榊原　純 内科Ⅰ 500,000
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

2型糖尿病患者におけるDPP-4阻害薬からSGLT2阻害薬ル
セオグリフロジンへの切り替えによる血圧・脈拍への
影響に関する検討

三好　秀明 内科Ⅱ 9,319,871
補
委

大正製薬株式会社

内臓脂肪の潜在能力：循環と免疫賦活におけるhyper
2-way player

山本　有平 形成外科 3,600,000
補
委

日本学術振興会

低酸素腫瘍に対する新たな治療戦略の構築 志賀　哲 核医学診療科 4,600,000
補
委

日本学術振興会

医学生に対する献体を使用した内視鏡外科教育プログ
ラム開発とその検証

七戸　俊明 消化器外科Ⅱ 1,800,000
補
委

日本学術振興会

臨床医学の献体利用を推進する専門人材養成 七戸　俊明 消化器外科Ⅱ 30,000,000
補
委

文部科学省

腫瘍血管トランスポーター阻害による尿路上皮癌薬剤
耐性の克服

篠原　信雄 泌尿器科 1,000,000
補
委

日本学術振興会

HER2増幅固形癌に対するトラスツズマブ・ペルツズマ
ブ併用療法の

秋田　弘俊 腫瘍内科 4,080,000
補
委

国立大学法人東京医科歯
科大学

ゲノム医療の実装に資する臨床ゲノム情報統合データ
ベースの整備

秋田　弘俊 腫瘍内科 2,307,693
補
委

国立大学法人　京都大学

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する個別化治療の開
発

秋田　弘俊 腫瘍内科 31,129,231
補
委

国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

PD-L1の遺伝子変異および糖鎖修飾の意義とバイオマー
カー開発に関する研究

秋田　弘俊 病院長 1,100,000
補
委

日本学術振興会

羊膜由来幹細胞の大いなる可能性～理想的な乳房再建
を目指して

舟山　恵美 形成外科 1,200,000
補
委

日本学術振興会

ハイリスク消化管間質腫瘍（GIST）に対する完全切除
後の治療に関

小松　嘉人 腫瘍センター 143,840
補
委

公益財団法人神戸医療産
業都市推進機構
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産学連携全国がんゲノムスクリーニング(SCRUM-Japan)
患者レジスH

小松　嘉人 腫瘍センター 800,000
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

SCRUM-Japan GI-SCREEN基盤を活用した血液循環腫瘍
DNAゲノムスク

小松　嘉人 腫瘍センター 1,538,462
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

SCRUM-Japanの基盤を活用した血液循環腫瘍DNAスク
リーニングに基

小松　嘉人 腫瘍センター 1,600,000
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

HELLP症候群における補体活性化と血管新生関連因子に
ついての研究

森川　守 産科 800,000
補
委

日本学術振興会

老化促進モデルマウスを用いた術後高次脳機能障害な
らびに認知症への麻酔・手術の影響

森本　裕二 麻酔科 1,100,000
補
委

日本学術振興会

C型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者のアウトカ
ムに関する

須田　剛生 消化器内科 900,000
補
委

国立大学法人大阪大学
大学院医学系研究科

C型肝炎の直接作用型抗ウイルス薬による治療後の病態
変化に影響

須田　剛生 消化器内科 700,000
補
委

公立大学法人名古屋市立
大学

C型肝炎のウイルス排除後に起こる病態に関する研究 須田　剛生 消化器内科 2,307,693
補
委

国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

第3世代EGFR-TKI投与後のIGFシグナル関連分子の発現
に関する研究

水柿　秀紀 内科Ⅰ 1,000,000
補
委

日本学術振興会

復帰変異モザイク表皮水疱症モデルマウスの作製と新
規遺伝子治療法の開発

清水　宏 皮膚科 9,500,000
補
委

日本学術振興会

先天性魚鱗癬における自然治癒機構の解明 清水　宏 皮膚科 6,000,000
補
委

日本学術振興会

表皮水泡症におけるMuse細胞の有効性評価 清水　宏 皮膚科 9,000,000
補
委

株式会社生命科学インス
ティテュート

分化型甲状腺癌を対象としたレンバチニブの治療効果
探索のためのコホート研究

清水　康 腫瘍内科 16,615
補
委

公益財団法人パブリック
ヘルスリサーチセンター

微小空間画像による極低侵襲・マーカーレス実時間画
像誘導放射線治療技法の開発

清水　伸一 放射線治療科 4,500,000
補
委

日本学術振興会

動体追跡技術を発展させ、がん標的の3次元的形状と位
置の時間的変化を把握する実体適合陽子線治療(Real-
world Adaptive Proton Beam Therapy)システムの非臨
床POC取得

清水　伸一 放射線治療科 57,000,000
補
委

日本医療研究開発機構

量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェリー）に
おける治療術中の迅速な判断・決定 を支援するための
診断支援機器・システム開発

清水　伸一 放射線治療科 19,972,082
補
委

日本医療研究開発機構

陽子線治療の高精度技術の標準化とその評価方法確立 清水　伸一 放射線治療科 200,000
補
委

国立がん研究センター

全長BP180自己抗体測定ELISA kitの開発 西江　渉 皮膚科 275,000
補
委

株式会社　医学生物学研
究所

受容体結合プロレニン系を標的とした網脈絡膜疾患治
療戦略の確立

石田　晋 眼科 3,200,000
補
委

日本学術振興会

眼科用デバイスの実用化検証に関する研究 石田　晋 眼科 2,160,907
補
委

株式会社シード

受容体結合プロレニン系を標的としたボナック核酸医
薬品の開発

石田　晋 眼科 9,298,000
補
委

株式会社ボナック

APC結合タンパクEB1による膵癌の放射線抵抗性の画期
的診断とその分子機構の解明

折茂　達也 消化器外科Ⅰ 700,000
補
委

日本学術振興会

産学連携全国がんゲノムスクリーニング（SCRUM-
Japan）患者レジ

川本　泰之 消化器内科 1,969,231
補
委

国立研究開発法人　国立
がん研究センター

脊髄損傷に対する新規神経保護薬の開発 浅野　毅 整形外科 1,300,000
補
委

日本学術振興会

メラノーマの転移機序をCirculating tumor cellsから
捉える

前田　拓 形成外科 1,700,000
補
委

日本学術振興会

内視鏡外科修練に関する全国サーベイおよび修練プロ
グラムモデルの開発

倉島　庸 消化器外科Ⅱ 1,500,000
補
委

日本学術振興会

外傷急性期の線溶亢進から線溶抑制への病態解明 早川　峰司 救急科 900,000
補
委

日本学術振興会

羊膜由来間葉系幹細胞がもつEPA-レゾルビン産生と早
産予防効果の検討

大西　俊介 消化器内科 1,300,000
補
委

日本学術振興会

DSS誘発大腸炎モデル動物および乳房再建モデル動物、
顔面神経麻痺モデル動物を用いた羊膜MSCの有効性評価
と膵炎治療用デバイスの開発

大西　俊介 消化器内科 10,000,000
補
委

株式会社カネカ

内視鏡的絆創膏の開発 大西　俊介 消化器内科 230,760
補
委

グンゼ株式会社
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粒子化ハイドロゲルを用いた血管網を有する脳組織の
構築

谷川　聖 病理診断科 900,000
補
委

日本学術振興会

脳動脈瘤破裂機構解明へ向けた分子生物学的・血行力
学的統合解析と新規薬剤治療の開拓

中山　若樹 脳神経外科 1,200,000
補
委

日本学術振興会

CRISPRスクリーニングによるT/NK細胞性リンパ腫の網
羅的分子標的同定

中川　雅夫 血液内科 1,100,000
補
委

日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬ニボルマブが誘発する1型
糖尿病、間

中村　昭伸 内科Ⅱ 250,769
補
委

国立大学法人長崎大学
長崎大学病院

膵癌の浸潤・増殖を阻害する細胞膜透過性ペプチドを
応用した新規治療法の開発

中村　透 消化器外科Ⅱ 1,200,000
補
委

日本学術振興会

低身長を伴った思春期早発症症例における遺伝学的原
因および臨床

中村　明枝 小児科 350,000
補
委

国立研究開発法人国立成
育医療研究センター

北海道地区における希少難治性疾患の診断 中村　明枝 小児科 4,000,000
補
委

国立研究開発法人　国立
精神・神経医療研究セン
ター

インプリンティング疾患の病因病態解明 中村　明枝 小児科 1,000,000
補
委

国立研究開発法人国立成
育医療研究センター

青年期の抑うつ症状と社交不安症状に関する包括的、
縦断的検討

朝倉　聡 精神科神経科 700,000
補
委

日本学術振興会

治験の実施に関する研究[WT1ペプチドワクチン] 長　和俊 周産母子センター 305,973
補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

肺胞蛋白症診療に直結するエビデンス創出研究：重症
難治例の診断

長　和俊 周産母子センター 140,000
補
委

国立病院機構　近畿中央
呼吸器センター

高機能ゲルによるがん幹細胞リプログラミングと治療
薬開発基盤の創出

田中　伸哉 病理診断科 9,500,000
補
委

日本学術振興会

産科医・小児科医養成支援特別対策事業 渡利　英道 産婦人科 961,000
補
委

北海道

シスプラチンを含む化学療法を施行される子宮がん患
者の嘔気・嘔吐に対する六君子湯の効果　—プラセボ対
照無作為化二重盲検比較検証試験

渡利　英道 産婦人科 19,500,000
補
委

日本医療研究開発機構

リンパ節転移リスクを有する子宮体癌に対する標準的
リンパ節郭清確立のための多施設共同臨床試験

渡利　英道 産婦人科 17,199,000
補
委

日本医療研究開発機構

難治性婦人科悪性腫瘍に対するPARP阻害薬・niraparib
の有効性に関する臨床的・基礎的検討

渡利　英道 産婦人科 5,454,545
補
委

武田薬品工業株式会社

Breast cancer susceptibility gene（BRCA）関連バイ
オマーカー{ Mutational Signature-based Biomarker:
MSBM }の探索研究

渡利　英道 産婦人科 76,923
補
委

国立大学法人東京大学医
学部附属病院

陽子線CT搭載型ヘリウム・陽子線混合治療装置と免疫
賦活照射法の研究開発

白土　博樹 放射線治療科 3,100,000
補
委

日本学術振興会

次世代型高精度粒子線治療システムの研究（１） 白土　博樹 放射線治療科 4,230,769
補
委

株式会社日立製作所　研
究開発グループ

平成31年度政府戦略分野にかかる国際標準化活動 白土　博樹 放射線治療科 7,149,993
補
委

株式会社三菱総合研究所

DGKα/ζを標的とした消化器がんに対する次世代免疫
療法の開発研究

武冨　紹信 消化器外科Ⅰ 4,800,000
補
委

日本学術振興会

化学療法抵抗性獲得機序におけるDGKα高発現の意義の
解明とその制御法の開発研究

武冨　紹信 消化器外科Ⅰ 1,900,000
補
委

日本学術振興会

消化器疾患に対する漢方薬の改善機序の解明 武冨　紹信 消化器外科Ⅰ 7,000,000
補
委

株式会社ツムラ　ツムラ
漢方研究所

死後CT・MRIを用いた薬毒物検査の有用性に関する研究 兵頭　秀樹 放射線診断科 800,000
補
委

日本学術振興会

増殖型レトロウイルスを用いた遺伝子治療を応用した
膵癌の新規治療戦略

平野　聡 消化器外科Ⅱ 3,800,000
補
委

日本学術振興会

GVHDによる腸内フローラ異常の網羅的解析と治療法の
開発

豊嶋　崇徳 血液内科 3,100,000
補
委

日本学術振興会

骨髄造血と腸内フローラのクロストーク 豊嶋　崇徳 血液内科 16,000,000
補
委

日本学術振興会

日本における成人特発性血小板減少性紫斑病（ITP：
immune　 thrombocytopenia）の多施設・前向き疾患登
録研究

豊嶋　崇徳 血液内科 184,617
補
委

学校法人慶應義塾

全ゲノム解析とCRISP/Cas9を応用した大腸癌肝転移に
対する新規治療戦略

本間　重紀 消化器外科Ⅰ 1,200,000
補
委

日本学術振興会

非小細胞肺癌における抗癌薬耐性化の克服を目指した
ヒストン修飾酵素阻害療法の開発

木下　一郎 がん遺伝子診断部 1,100,000
補
委

日本学術振興会

糖尿病網膜症における不飽和アルデヒドアクロレイン
の網膜グリア細胞活性化機構

野田　航介 眼科 1,100,000
補
委

日本学術振興会
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治験の実施に関する研究[サリドマイド] 矢部 一郎 神経内科 380,385
補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

治験の実施に関する研究[ペランパネル] 矢部 一郎 神経内科 384,616
補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

脳梗塞急性期患者を対象とした自家BMSC脳内投与によ
る再生治療の第1相試験（RAINBOW研究）

寳金　清博
神経細胞治療研究部
門

54,146,154
補
委

国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

札幌市児童精神科医療提供体制構築・運用に関する共
同研究事業

齊藤　卓弥
児童思春期精神医学
研究部門

2,300,000
補
委

札幌市

自閉スペクトラム症に対する新規オキシトシン製剤の
治験実施と治

齊藤　卓弥
児童思春期精神医学
研究部門

2,320,000
補
委

国立大学法人浜松医科大
学

「学童・思春期のこころの客観的指標と連携システム
の開発

齊藤　卓弥
児童思春期精神医学
研究部門

500,000
補
委

国立大学法人　弘前大学

医師主導多施設Phase IIa治験の準備・分担実施・統括 齊藤　卓弥
児童思春期精神医学
研究部門

850,000
補
委

国立大学法人浜松医科大
学

マルチセンターリサーチによる日中覚醒時ブラキシズ
ムの診断基準確立への挑戦

山口　泰彦 冠橋義歯補綴科 2,900,000
補
委

（独）日本学術振興会

革新的口腔領域用生体材料を目的としたインテリジェ
ントカーボンナノマテリアルの創製

横山　敦郎 義歯補綴科 5,200,000
補
委

（独）日本学術振興会

低酸素分子イメージングに基づく新しい口腔癌治療戦
略の構築

北川　善政 口腔内科 5,900,000
補
委

（独）日本学術振興会

接着性と薬効を両立した革新的歯内療法用材料の創製
と臨床応用に向けた橋渡し研究

井上　哲 口腔総合治療部 700,000
補
委

（独）日本学術振興会

カーボンナノ物質修飾による革新的表面構造を有する
インプラントの開発

平田　恵理 義歯補綴科 1,200,000
補
委

（独）日本学術振興会

効率的な抗がん剤治療を目指したPET低酸素分子イメー
ジングと腫瘍血管の対比検討

大賀　則孝 口腔内科 1,000,000
補
委

（独）日本学術振興会

骨吸収抑制剤の休薬は顎骨壊死発症の予防に有効か？
マウスによる検討

鄭　漢忠 口腔外科 1,100,000
補
委

（独）日本学術振興会

歯牙種発症に関しての研究 菊入　崇 小児・障害者歯科 800,000
補
委

（独）日本学術振興会

複雑な乳歯根管系の制御－確実な歯根吸収抑制と吸収
部修復機構発現の解明－

八若　保孝 小児・障害者歯科 1,100,000
補
委

（独）日本学術振興会

高周波電流で細胞の増殖と分化を促進する革新的骨再
生療法の開発

菅谷　勉 歯周・歯内療法科 1,200,000
補
委

（独）日本学術振興会

自律神経活動モニターシステムと精神鎮静法を用いた
安心・安全な高齢者歯科治療の確立

下地　伸司 歯周・歯内療法科 800,000
補
委

（独）日本学術振興会

歯髄の治癒促進と硬組織接着性を併せ持つ革新的直接
覆髄材の探索研究

佐野　英彦 歯冠修復科 1,500,000
補
委

（独）日本学術振興会

口腔がんの転移に関わる口腔常在菌の解析 大廣　洋一 口腔外科 1,900,000
補
委

（独）日本学術振興会

緑茶カテキンを利用した新規生活歯髄切断材料は作れ
るか～歯髄作用機構の解析から～

中村　光一 小児・障害者歯科 1,900,000
補
委

（独）日本学術振興会

血管内皮細胞の異常性の獲得に対し低酸素環境が及ぼ
す影響に関する研究

近藤　美弥子 高齢者歯科 900,000
補
委

（独）日本学術振興会

O-17標識水を用いたMRIと同位体顕微鏡による中枢神経
系の水動態の解明

亀田　浩之 歯科放射線科 1,800,000
補
委

（独）日本学術振興会

カーボンナノ物質の生物学的特性を用いた革新的組織
修復・骨再生のストラテジーの構築

横山　敦郎 義歯補綴科 1,700,000
補
委

（独）日本学術振興会

エナメル質を保全できる矯正歯科治療―量子力学・錯
体化学・プラズマ物理学的展開―

山方　秀一 矯正歯科 700,000
補
委

（独）日本学術振興会

突然死の原因となり得る口腔病態の評価ーAutopsy
imagingをもとにして

箕輪　和行 歯科放射線科 600,000
補
委

（独）日本学術振興会

「うま味」成分配合の口腔保湿剤を利用した新たな口
腔乾燥症対策

岡田　和隆 高齢者歯科 1,000,000
補
委

（独）日本学術振興会

光殺菌と組織再生効果を併せ持つ新しい歯周病治療用
ゲル剤の開発

加藤　昭人 歯周・歯内療法科 1,000,000
補
委

（独）日本学術振興会

バイオメカニクス的手法による姿勢制御、顎口腔と身
体の機能の関連性と因果関係の解明

坂口　究 義歯補綴科 2,500,000
補
委

（独）日本学術振興会

幼少期に身体抑制を経験したﾗｯﾄの成長後のｽﾄﾚｽ反応性
亢進を緩和できるか。

吉原　俊博 小児・障害者歯科 1,000,000
補
委

（独）日本学術振興会

顎口腔疾患の病態形成におけるエピジェネティックな
制御機構の解明

浮田　万由美 冠橋義歯補綴科 900,000
補
委

（独）日本学術振興会
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MRONJへの多血小板フィブリンによる治療戦略とPETを
用いた新規評価法の確立

浅香　卓哉 口腔内科 1,000,000
補
委

（独）日本学術振興会

ナノポーラスシリカを用いた新規多機能性歯科材料の
開発

坂東　洋祐 矯正歯科 1,100,000
補
委

（独）日本学術振興会

口腔乾燥を有する全部床義歯装着者における義歯安定
剤の有効性の検討

山崎　裕 高齢者歯科 720,000
補
委

日本歯科薬品株式会社 計304

（注）

1,414,800,662

1 国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が

申請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを

記入すること。

2 「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
3 「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は
委託元を記入すること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

13 Case report

14 Case report

15 Case report

16 Original Article

Nagaoka K,
Yamashita Y,
Kimura H, et al.

Effects of anaerobic culturing on pathogenicity and virulence-
related gene-expression in pneumococcal pneumonia

Shoji T, Konno S,
Niida Y, et al.

内科Ⅰ
Familial multifocal micronodular pneumocyte hyperplasia with a
novel splicing mutation in TSC1: Three cases in one family

J Infect Dis, 2019.4

PLoS One, 2019.2

内科Ⅰ

Goudarzi H, Konno
S, Kimura H, et al.

内科Ⅰ

Exploration of germline variants responsible for adverse events
of crizotinib in anaplastic lymphoma kinase-positive non-small
cell lung cancer by target-gene panel sequencing,

Impact of abdominal visceral obesity on adult asthma symptom

Mizugaki H,
Hamada A, Shibata
T, et al.

内科Ⅰ

 Int J Infect Dis, 2019.10
Anti-PcrV titers in non-cystic fibrosis with Pseudomonas
aeruginosa respiratory tract infection”

A prospective phase II study of carboplatin and nab-paclitaxel
in patients with advanced non-small cell lung cancer and
concomitant interstitial lung disease (HOT1302)

雑誌名・
出版年月等

Ling Cancer, 2019.12

内科Ⅰ
Analysis of DLL3 and ASCL1 in Surgically Resected Small Cell
Lung Cancer (HOT1702)

内科Ⅰ

J Allergy Clin Immunol Pract,
2019.4

 Lung Cancer, 2019.2

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院
における所属

題名

Asahina H, Oizumi
S, Takamura K, et
al.

内科Ⅰ

Nagaoka K,
Yamashita Y
,Kimura H, et al.

Furuta M, Kikuchi
H, Shoji T, et al.

内科Ⅰ
DLL3 regulates the migration and invasion of small cell lung
cancer by modulating Snail

Furuta M,
Sakakibara-Konishi
J, Kikuchi H, et al.

Cancer Sci, 2019.5

Oncologist, 2019.11

Suzuki M,Makita
H, Konno S, et al.

内科Ⅰ
Annual change in FEV1 in elderly 10-year survivors with
established chronic obstructive pulmonary disease

Sci Rep, 2019.2

Takashima Y,
Kikuchi E, Kikuchi
J, et al.

内科Ⅰ

Bromodomain and Extraterminal Domain Inhibition Synergizes
with WEE1-Inhibitor AZD1775 Effect by Impairing Non-
Homologous End Joining and Enhancing DNA Damage in Non-
Small Cell Lung Cancer

Int J Cancer, 2020.2

Takei N, Suzuki M,
Makita H, et al.

内科Ⅰ
Serum alpha-1 antitrypsin levels and the clinical course of
chronic obstructive pulmonary disease

Int J Chron Obstruc Pulmon Dis,
2019.12

Yamashita Y,
Nagaoka K, Kimura
H, et al.

内科Ⅰ
Efficacy of azithromycin in a mouse pneumonia model against
hospital-acquired methicillin-resistant Staphylococcus aureus

Antimicrob Agents Chemother,
2019.8

Miyoshi H, Kameda
H, Yamashita K, et
al.

内科Ⅱ
The protective effect of sodium-glucose cotransporter 2
inhibitors in patients with rapid renal function decline, stage
G3 or G4 chronic kidney disease, and type 2 diabetes.

J Diabetes Investig. 10:1510-
1517, 2019

Sakakibara J, Kitai
H, Ikezawa Y, et
al.

内科Ⅰ
Response to crizotinib re-administration　after progression on
lorlatinib in a patient with ALK-rearranged non-small cell lung
cancer.

Clin Lung Cancer. 2019
Sep;20(5):e555-e559. doi:

10.1016/j.cllc.2019.06.021. Epub
2019 Jun 26.

Konno S, Matsuno
Y, Ichimiya S, et
al.

内科Ⅰ
Retroperitoneal fibrosis diagnosed as IgG4-related disease
after 35 years.

Intern Med 2019 Feb
15;58(4):609-613. doi:

10.2169/internalmedicine.1241-
18. Epub 2018 Oct 17.

Shoji T, Konno S,
Niida Y, et al.

内科Ⅰ
Familial multifocal micronodular pneumocyte hyperplasia with a
novel splicing mutation in TSC1: Three cases in one family.

PLoS One. 2019 Feb
22;14(2):e0212370. doi:

10.1371/journal.pone.0212370.
eCollection 2019.
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17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

21 Original Article

22 Case report

23 Original Article

24 Original Article

25 Case report

26 Case report

27 Original Article

28 Original Article

29 Original Article

30 Original Article

31 Case report

32 Case report

33 Original Article

34 Review

Nakamura A,
Miyoshi H, Ukawa
S, et al.

内科Ⅱ Proinsulin is sensitive to reflect glucose intolerance. J Diabetes Investig. 2019

Cho KY, Nakamura
A, Omori K, et al.

内科Ⅱ

Effect of switching from pioglitazone to the sodium glucose co‐
transporter‐2 inhibitor dapagliflozin on body weight and
metabolism‐related factors in patients with type 2 diabetes
mellitus: An open‐label, prospective, randomized, parallel‐
group comparison trial.

Diabetes Obes Metab. 21: 710-
714, 2019

Yasuda S. 内科Ⅱ
Emerging targets for the treatment of lupus erythematosus:
There is no royal road to treating lupus.

Mod Rheumatol. 29(1): 60-
69.2019

Takahashi K, Cho
KY, Nakamura A,
et al.

内科Ⅱ
Should sulfonylurea be discontinued or maintained at the
lowest dose when starting ipragliflozin? A multicentre
observational study in Japanese patients with type 2 diabetes.

J Diabetes Invest. 10:429-438,
2019

Takase T,
Nakamura A,
Yamamoto C, et al.

内科Ⅱ
Improvement in treatment satisfaction after switching from
liraglutide to dulaglutide in patients with type 2 diabetes: a
randomized controlled trial.

J Diabetes Invest. 10:699-705,
2019

Omori K,
Nakamura A,
Miyoshi H, et al.

内科Ⅱ
Effects of dapagliflozin and/or insulin glargine on beta cell mass
and hepatic steatosis in db/db mice.

Metabolism. 98: 27-36, 2019

Omori K, Nomoto
H, Nakamura A, et
al.

内科Ⅱ
Reduction in Glucose Fluctuations in Elderly Patients With
Type 2 Diabetes Using Repaglinide: A Randomized Controlled
Trial of Repaglinide vs Sulfonylurea

J Diabetes Investig. 10: 367-374,
2019

Shibayama Y,
Kameda H, Ota S,
et al.

内科Ⅱ
Case of fulminant type 1 diabetes induced by the anti-
programmed death-ligand 1 antibody, avelumab.

J Diabetes Investig. 10: 1385-
1387, 2019.

Sekizaki T,
Kameda H, Oba C,
et al.

内科Ⅱ
Nivolumab-induced hypophysitis causing secondary adrenal
insufficiency after transient ACTH elevation.

Endocr J. 66: 937-941, 2019.

Yamauchi Y,
Nakamura A,
Takahashi K, et al.

内科Ⅱ
Factors with remission of fatty liver in patients with type 2
diabetes treated with ipragliflozin.

 Endocr J. 66: 995-1000, 2019.

Cho KY, Nomoto
H, Nakamura A, et
al.

内科Ⅱ

Favourable effect of the sodium-glucose co-transporter-2
inhibitor canagliflozin plus the dipeptidyl peptidase-4 inhibitor
teneligliptin in combination on glycaemic fluctuation: An open-
label, prospective, randomized, parallel-group comparison trial
(the CALMER study).

Diabetes Obes Metab. 2019

Cho KY, Nakamura
A, Oba-Yamamoto
C, et al.

内科Ⅱ
Switching to Once-Daily Insulin Degludec/Insulin Aspart from
Basal Insulin Improves Postprandial Glycemia in Patients with
Type 2 Diabetes Mellitus: Randomized Controlled Trial.

Diabetes Metab J. 43: e66, 2019

Kameda H,
Yamamoto M,
Tone Y, et al.

内科Ⅱ
Proton Sensitivity of Corticotropin-Releasing Hormone
Receptor 1 Signaling to Proopiomelanocortin in Male Mice.

Endocrinology. 160: 276-291,
2019

Nomoto H,
Kameda H,
Nakamura A, et al.

内科Ⅱ
Breakdown of autonomously functioning thyroid nodule
accompanied by acromegaly after octreotide treatment.

Front Endocrinol. 10: 131, 2019.

Montemurro C*,
Nomoto H*, Pei
L*, et al. (*: joint
first authors)

内科Ⅱ
IAPP toxicity activates HIF1α/PFKFB3 signaling delaying β
-cell loss at the expense of β-cell function.

Nat Commun. 10: 2679, 2019.

Nomoto H, Pei L,
Montemurro C, et
al.

内科Ⅱ
Activation of the HIF1α/PFKFB3 stress response pathway in
beta-cells in type 1 diabetes.

Diabetologia. Epub ahead of print,
2019.

Nomoto H, Gurlo
T, Girgis M, et al.

内科Ⅱ
Low Grade Islet but Marked Exocrine Pancreas Inflammation in
an Adult with Autoimmune Pre-Diabetes.

Case Rep Endocrinol. 2019

Miya A, Nakamura
A, Kameda H, et
al.

内科Ⅱ
Gitelman's syndrome with hyperphosphatemia, effectively
responding to single oral magnesium oxide administration: A
case report.

Medicine (Baltimore). 98: 28, 2019



35 Original Article

36 Review

37 Review

38 Review

39 Original Article

40 Original Article

41 Original Article

42 Review

43 Original Article

44 Original Article

45 Review

46 Original Article

47 Original Article

48 Original Article

49 Original Article

50 Original Article

51 Original Article

52 Original Article

53 Original Article

Sugawara E, Kato
M, Kudo Y, et al.

内科Ⅱ
Autophagy promotes citrullination of VIM (vimentin) and its
interaction with major histocompatibility complex class II in
synovial fibroblasts.

Autophagy.

Sugawara E, Kato
M, Fujieda Y, et al.

内科Ⅱ
Pregnancy outcomes in women with rheumatic diseases -a
real-world observational study in Japan-.

Lupus. 28(12):1407-1416, 2019.

Nakamura H,
Fujieda Y, Tarumi
M, et al.

内科Ⅱ
Calcineurin Inhibitors for Adult-Onset Still’s Disease: A
Multi-Center Epidemiological Study.

Clin Exp Rheumatol. 2020 Feb 19.

Wada H, Shibata
Y, Abe Y, et al.

内科Ⅱ
Flow cytometric identification and cell-line establishment of
macrophages in naked mole-rats.

Sci Rep. 29; 9(1): 17981, 2019

Ohnishi N, Fujieda
Y, Hisada R, et al.

内科Ⅱ
Efficacy of dual antiplatelet therapy for preventing recurrence
of arterial thrombosis in patients with antiphospholipid
syndrome.

Rheumatology (Oxford). 58 (6):
969-974, 2019

Fujieda Y, Mader
S, Jeganathan V, et
al.

内科Ⅱ
Clinical significance of anti-DNA/N-methyl-D-aspartate
receptor 2 antibodies in de novo and post-steroid
neuropsychiatric systemic lupus erythematosus.

Int J Rheum Dis. 22(3): 443-448,
2019

Fujieda Y, Atsumi
T.

内科Ⅱ Has lupus anticoagulant testing had its day?
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ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合において
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3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容手順書の主な内容 

 北海道大学病院で実施される臨床研究が「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に適

合して運用されるために「北海道大学病院における臨床研究の取扱いに関する指針」を整備し

、臨床研究の分類と担当する委員会、審査に関する手順を定めている。手順書では総則、総長

の責務等、病院長の責務等、自主臨床研究審査委員会の責務等、自主臨床研究責任者の責務等、

自主臨床研究事務局、個人情報等、研究に係る試料及び情報等の保管の8章72条の手順を規定し

ている。 

研究責任者は、該当する審査委員会に審査を受けるための申請を行うこととし、研究者がい

ずれの審査を受けるべきか判断に苦慮する場合は、本院自主臨床研究委員会事務局へ問い合わ

せることとなっている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 北海道大学病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント内規」及び「北海道大学病院に

おける臨床研究に係る利益相反ポリシー」を整備し、本院において実施する臨床研究に係る利益

相反の適切な管理、審査及び指導等について必要な事項を定めている 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年13回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年4回 

 ・研修の主な内容 

 

【タイトル】臨床研究の規制と北大病院の現状について～法と指針より～ 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を実施する者および支援する者 

【研修内容】 

・研究規制の動向 

・臨床研究法と諸問題について 

・倫理指針と研究規制 

【実施日】2019 年 4 月 18 日 

 

 

【タイトル】倫理とは何か 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を実施する者および支援する者 

・研究と倫理-研究不正をめぐって 

・人を対象とする研究の倫理問題 

・10 分で終える規範倫理学概論 

【実施日】2019 年 6 月 13 日 

 

 

【タイトル】臨床研究に関する規制の動向～医学系研究倫理指針と臨床研究法～ 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を実施する者および支援する者 

【研修内容】 

・臨床研究中核病院 

・医学系研究倫理指針と臨床研究法 

・人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 

・臨床研究法 

【実施日】2019 年 8 月 30 日 

 

 

【タイトル】「弱者」を対象とする研究の倫理 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を実施する者および支援する者 

【研修内容】 

・「弱者」とは 

・インフォームド・コンセントに関係する「弱さ」 

【実施日】2019 年 10 月 24 日 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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1 研修の内容 

当院は北海道の「最後の砦病院」として高度先進医療を実践するとともに、医育大学として初期

臨床研修医のほか、各領域の後期研修医（専攻医）や専門医・指導医資格取得者、さらに国外の

医師免許取得者（臨床修練医）に対する高度医療技術の維持・習得を目指し、様々な研修を行っ

ています。教育資源としては、大学病院に特有の稀少症例や難治症例に加えて、北海道内の関連

病院と連携して多様な臨床経験ができる様、各領域で研修体制を整備しています。このような体

制のもと、全人的な診療能力を有する専門医を育成するとともに、リサーチマインドを涵養する

ため、大学院での研究活動を推奨し、新たな診断治療法の開発をすすめています。 

 

平成30年度から新専門医制度が導入され、当院では総合診療科を除く18の基本領域において基幹

施設として研修専門委員会を設置し、専門医制度整備指針に則って専門研修プログラムを取りま

とめました。初期臨床研修修了後は、各科専門研修プログラムに沿って、当院および研修連携施

設において臨床研修を行なって所定の修了要件を満たしますと、各基本領域の専門医資格試験を

受験することが可能になります。尚、専門研修プログラムは、女性医師など専攻医の多彩な背景

やニーズを考慮して多様な研修が行える様、配慮されています。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数 ６８３人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

豊嶋 崇徳 血液内科 教授      ３５ 年 内科 

真部 淳 小児科 教授      ３６ 年 小児科 

乃村 俊史 皮膚科 講師      １８ 年 皮膚科 

久住 一郎 精神科神経科 教授      ３６ 年 精神科 

平野 聡 外科Ⅱ 教授      ３２ 年 外科 

岩﨑 倫政 整形外科 教授      ３２ 年 整形外科 

渡利 英道 産婦人科 教授      ３０ 年 産婦人科 

石田 晋 眼科 教授      ２９ 年 眼科 

本間 明宏 耳鼻咽喉科 教授      ３１ 年 耳鼻咽喉科 

篠原 信雄 泌尿器科 教授      ３６ 年 泌尿器科 

中山 若樹 脳神経外科 講師      ２７ 年 脳神経外科 

工藤 與亮 放射線診断科 教授      ２６ 年 放射線科 

森本 裕二 麻酔科 教授      ３４ 年 麻酔科 

松野 吉宏 病理診断科 教授      ３５ 年 病理 

杉田 純一 検査・輸血部 副部長      ２０ 年 臨床検査（H31,R2,R

3年度は受入休止） 

早川 峰司 救急科 講師      ２３ 年 救急 

山本 有平 形成外科 教授      ３６ 年 形成外科 

生駒 一憲 リハビリテーション科 教授      ３７ 年 リハビリテーション 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 別紙のとおり 

 

 

 

②  業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 別紙のとおり 

 

 

 

③  他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 無し 

 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等

1 　護身術実技訓練 自分や他人の生命・身体を守るために護身術の知識・技術を学ぶ。 年1回 25名

2 　接遇（トラブル・モンスターペイシェント対策） コミュニケーション技術を学び、院内でのトラブル対応について学ぶ。 年1回 85名

3 　ハラスメントの正しい理解 職場におけるハラスメント防止に向けた正しい知識を学ぶ。 年1回 68名

4 　パワハラ予防研修会 パワハラに関する正しい理解により、働きやすい職場づくりを目指す。 年1回 36名

5 　腰痛予防対策 職場での腰痛を予防するための方法を学ぶ。 年1回 18名

6 「重症度、医療・看護必要度」評価指導者研修 施設基準要件で研修受講が必要 年1回 23名

7 「採血・穿刺時の神経損傷予防」 「採血・穿刺時の神経損傷予防」について学ぶ 年1回 116名

8 「人生の最終段階における医療ケアの倫理：DNARの再確認」 ＤＮＡＲについての理解を深める 年1回 112名

9 1)人工心肺装置・補助循環装置 特定機能病院の定期研修 年6回 50名

10 2)人工呼吸器 特定機能病院の定期研修 年5回 60名

11 3)血液浄化装置 特定機能病院の定期研修 年2回 17名

12 4)除細動装置(AED除く) 特定機能病院の定期研修 年2回 22名

13 5)閉鎖式保育器 特定機能病院の定期研修 年3回 10名

14 １年目看護師研修
多重課題を抱える中で優先順位の判断ができ他者の協力を得ながら行う
べき看護業務を遂行できる

年3回 380名

15 2019年度 医療安全管理部・感​染制御部合同講演会 安全管理、感染制御 年2回 2998名

16 2019年度 部内VVRシミュレーション・BLS/AED講習会 患者急変関する専門知識・手技の向上 年1回 44名

17 2年目看護師多重課題研修
患者の心身の状況と業務の関連をアセスメントし優先順位をアセスメン
トできる

年1回 71名

18 3年目研修 3年目の果たす役割を明確にし、看護に対する自己啓発ができる 年2回 55名

19 6-2病棟　腰痛予防学習会 看護師の腰痛による業務負担の軽減 年2回 25名

20 ACH-ΣおよびPB980 医療機器の研修目的 年1回 1名

21 da Vinci Si ｵﾝｻｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 医療機器の研修目的 年1回 11名

22 ＤＰＣ制度の基礎と概観 保険診療に対する理解を深めるため 年1回 120名

23 EOG漏れ対応学習会 EOGもれ対応の知識周知 年1回 33名

24 専門領域別研修 専門領域別研修 年24回 460名

25 NEGENUITY 医療機器の研修目的 年2回 11名

26 NHF,V60 研修 年1回 12名

27 TE-LM830 インシデント対策 年1回 16名

28 医事課所属 事務補助員研修「北大病院の感染管理」 学習・啓蒙目的 年1回 23名

29 医師事務作業補助者学習会 障害年金の診断書についての知識習得 年11回 235名

30 医師事務作業補助者研修会 加算要件の指定研修 年2回 15名

31 分娩後異常出血シミュレーション 医療安全 年1回 20名

32
医療機能評価を受けてRRSについての講演会
Rapid Response System ～あなたの気づきが急変を予防する
院内全体で取り組む患者安全のシステム～

医療機能評価を受けて，RRSについて学ぶ 年1回 127名

33 院内認定在宅療養支援エキスパートナース養成 在宅療養支援エキスパートナース養成 年3回 50名

34 院内肺がんボード 知識技術の向上
毎週火
曜

25名

35 植込み型人工心臓 HeartMateⅡ 医療機器の研修目的 年1回 8名

36 エピペンシミュレーション 緊急時の患者対応確認のため 年1回 21名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



研　修　名　等 目　的　等
NO

主　な　内　容
日　程 参加人数

37 外注（調理担当）食中毒防止講習会「ノロウイルス胃腸炎対策」 学習・啓蒙目的 年1回 82名

38 がん看護エキスパートナース養成 がん看護エキスパートナース養成 年18回 316名

39 看護過程研修 看護過程を展開する能力を高め、看護実践の結果を記録できる 年1回 51名

40 看護研究研修 臨床における看護研究の基礎とプロセスを学ぶ 年1回 46名

41 看護師胸腔ドレーン勉強会 知識技術の向上 年1回 20名

42 看護部初任職員研修
看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護助手業務につい
て理解する

年1回 142名

43 看護倫理研修 臨床における看護研究の基礎とプロセスを学ぶ 年1回 31名

44 救急シミュレーション 患者急変時の対応確認のため 年1回 24名

45 経腸栄養ポンプ 医療機器の研修目的 年2回 27名

46 材料室基礎学習会 専門知識の確認・共有 年3回 82名

47 歯科セット器械学習会 専門知識の確認・共有 年1回 26名

48 自己血緊急シミュレーション
安全な自己血を行うための感染対策・VVR発生時の対応方法・補液投与
の方法、パックの連結の方法の理解

年1回 15名

49 自動カフ圧ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ　ｽﾏｰﾄｶﾌ 医療機器の研修目的 年2回 17名

50 手術部講義「院内感染予防について」 学習・啓蒙目的 年1回 19名

51 職員全員対象の保険講習会 保険請求に関する知識取得 年1回 150名

52 初任者研修 学習目的 年1回 1名

53 新規感染対策マネージャー講習会 学習・啓蒙目的 年2回 24名

54 新人看護職員技術研修「呼吸理学療法・廃用症候群の予防」 新任看護職員の知識と技術の習得 年1回 125名

55
新人看護職員等「看護度分類北大版」「重症度、医療・看護必要度」
研修

施設基準要件で研修受講が必要 年1回 133名

56 心電図勉強会 看護師のスキルアップ 年2回 20名

57 新入職員オリエンテーション 学習・啓蒙目的 年1回 1名

58 スマートポンプ(シリンジ・輸液) 医療機器の研修目的 年69回 637名

59 口腔ケア連携センター専門委員会症例報告会 全身麻酔術前の口腔ケアに関する講習 年8回 131名

60 第17回　医師とともにキャリアを考える会 医師等がキャリア形成についてお話していただく 年2回 27名

61 第1回外注職員 清掃教育研修会「病院清掃について」 学習・啓蒙目的 年2回 68名

62 看護助手研修会 学習・啓蒙目的 年3回 129名

63 第1回専門領域別研修会「標準予防策と耐性菌検出患者の感染対策｣ 学習・啓蒙目的 年1回 24名

64 第24回北海道大学病院HIV学習会
HIVに関する最新情報の周知
院内におけるHIV診療向上のため

年1回 22名

65
第2回専門領域別看護研修会
「血管内留置カテーテル管理，尿路留置カテーテル管理」

学習・啓蒙目的 年1回 34名

66 胎児心拍数モニタリング 新人助産師のスキルアップ 年1回 10名

67 チーム医療推進のための職種間連携に関する研修会 より確実な職種間業務連携を意識したチーム医療を推進するため 年2回 159名

68 中国語講座・初級 患者さんと中国語で会話するため 年10回 50名

69 超緊急帝王切開シミュレーション 医療安全 年1回 30名

70 ハラスメント講演会 ハラスメントに関する基本知識，対応について学ぶ 年1回 79名

71 フクダ生体情報モニターシステム 医療機器の研修目的 年46回 395名

72 部署内BSL学習会 BSL知識・技術の伝達 年1回 35名

73 物流管理センター材料室勉強会 CJDに関する基礎知識習得 年5回 51名



研　修　名　等 目　的　等
NO

主　な　内　容
日　程 参加人数

74 プリセプター研修
プリセプターシップの概念を理解し、プリセプティーを効果的に支援で
きる

年1回 51名

75 平成31年度医事課所属事務補助員研修 初任者研修 年1回 28名

76 北海道大学病院初任職員オリエンテーション 本院職員に必要な基礎知識の習得 年1回 172名

77 メンタルヘルスについて 事務職員がメンタルヘルスセルフケアについて正しい知識の習得を図る 年1回 17名

78 臨床研究開発センター・臨床研究監理部職員研修会 学習目的 年8回 286名

79 臨床研究開発センター・臨床研究監理部初任者研修会 学習目的 年4回 17名

80 臨床研究に関する研修会 認定番号取得 年7回 827名

81 臨床検査セミナー「Inbody勉強会」 検査技術に関する専門知識の向上 年6回 213名

82 令和元年度医事課医師事務作業補助員研修 初任者研修 年4回 7名

83
令和元年度接遇・コミュニケーション技術研修
「どうしてコミュニケーションギャップが起きるのか　～言葉を科学
する～」

多職種連携やコミュニケーションの大切さ，様々な患者への対応方法を
理解し，患者サービスの向上を図る目的

年1回 97名

84 令和元年度医事課所属事務補助員研修 初任者研修 年1回 6名

85
レシピエントの心理社会的側面からみた移植適応の基準について～講
演会

診療において心理的社会的問題から治療適応で判断・対応について学ぶ 年1回 30人

86 医事課クラーク・看護助手接遇研修 必要な知識・技術を学び，実践に活かす 年1回 42名

87 医事課クラークオリエンテーション 必要な知識・技術を学び，実践に活かす 年1回 26名

88 医薬品に関する講習会 危険薬の取り扱い 年2回 65名

89 医療の国際化への対応 医療の国際化に関しての知識習得 年1回 113名

90 医療技術部研修会 外国人患者に関する情報共有 年1回 100名

91 医療技術部研修会〜臨床研究推進のために〜 臨床研究推進 年1回 99名

92 医療接遇・コミュニケーション技術研修 病院職員としての接遇の心得・コミュニケーション技法を習得する 年1回 97名

93 院内BLS/AED講習会 BLS/AEDについて学ぶ 年1回 9名

94 栄養管理部勉強会
大量調理施設における職員として，ノロウイルス胃腸炎対策の知識と食
中毒防止の為の手洗いについて学ぶ

年1回 82名

95 患者対応研修①

患者苦情対応職員が北大病院の医療体制を理解し，実践レベルでの対応
方法を身につける
・医療安全体制について
・患者相談窓口業務と期待される役割
・患者相談担当者に求められる能力（苦情処理能力）

年4回 5名

96 看護部職場復帰直前研修
育児休業者が最近の医療・看護の動向を理解し，実践を学ぶことで円滑
に職場復帰ができるように支援する

年1回 25名

97 血管内イメージングシステムMAKOTO 新規導入器 年1回 6名

98 自動投与装置（UG-05）を用いた18F-FDG投与方法について 自動投与装置の操作方法の習得 年1回 5名

99 腫瘍センターセミナー がん患者の口腔ケアに関する講習 年1回 30人

100 新規採用者多職種合同研修
職種間連携の必要性を理解し，組織の一員である医療職者として責任あ
る行動がとれる。

年3回 665名

101 新任リスクマネジャー集合講習会
新任リスクマネジャーが知っておいてほしいこと、医療安全に関する知
識と体制、役割

年1回 31名

102 人工呼吸器安全管理講習会Ⅰ基礎課程
人工呼吸器が稼働している部署の管理水準を向上すると共に、現場の人
工呼吸器管理に関する指導的人材を育成する。

年5回 109名

103 人工呼吸器安全管理講習会Ⅱ認定過程
人工呼吸器が稼働している部署の管理水準を向上すると共に、現場の人
工呼吸器管理に関する指導的人材を育成する。

年3回 42名

104 人工呼吸器安全管理認定者　更新試験
人工呼吸器使用している部署に1～2名の人工呼吸器を指導できる人材を
育成し、現場の指導機能を果たし、人工呼吸器パトロールが有効に機能
する体制を確立する。

年1回 12名

105 静脈注射ｴｷｽﾊﾟｰﾄ認定研修
安全に静脈注射が実施できるよう知識、技術を獲得しスタッフに指導で
きる

年1回 28名

106 専門領域別研修会「がん放射線療法」 院内認定がん看護エキスパートナース養成プログラム 年1回 40名

107 第25回　北海道大学病院　ＨＩＶ学習会
HIVに関する最新情報の周知
院内におけるHIV診療向上のため

年1回 11名



研　修　名　等 目　的　等
NO

主　な　内　容
日　程 参加人数

108
北海道大学病院医療安全の日　講演会
「１．誤認手術　～患者取り違え事故からの２０年～
　２．サーベイヤーとして見た北大病院」

毎年12月5日は北海道大学病院で発生した医療事故を職員が忘れず、医
療安全について考える日である。

年1回 209名

109 北大病院病理部 細胞診講習会 細胞診断に関する知識と技術の修得 年2回 19名

2　業務の管理に関する研修の実施状況

研　修　名 目　的　等

1 看護管理研修 問題解決能力の向上、チーム医療の中でリーダーシップの発揮 年1回 15名

2 看護管理研修（継続） 問題解決能力を高め、チーム医療の中でリーダーシップを発揮できる 年1回 15名

3 看護師長研修
看護師長に求められるスキルを高め看護管理者としての役割を発揮でき
る

年3回 120名

4 看護助手オリエンテーション
昨年途中入職の看護助手を対象に医療チーム内の役割や接遇について理
解してもらう

年1回 15名

5 多職種合同TeamSTEPPS研修（キャリア職員対象）
プロフェッショナル集団の一員として，職種間連携の必要性を理解し，
部署のリーダーとしてチーム医療を推進することをめざす

年1回 60名

6 新卒者看護技術研修
看護技術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本的態度、知識、
技術を演習で学ぶ

年4回 551名

7 新任看護師長研修 看護師長に求められるスキルを高め看護管理者としての役割を発揮できる年2回 5名

8 新任副看護師長研修 北大病院における副看護師長の役割を理解する 年1回 11名

9 リーダー研修 看護チームにおけるリーダーの役割を理解しリーダーシップを発揮できる年1回 41名

10 医療技術部管理業務研修 人事・労務・業務管理を適切に管理できる人材を養成すること 年1回 29名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



 
 

 
 (様式第 5) 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 
 

計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  
管理責任者氏名 病院長 秋田 弘俊 

  管理担当者氏名 総務課長 医事課長 医療支援課長 薬剤部長 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・病院日誌は総務課に
て保管管理。 
・診療録を病院外に持
ち出す際の取扱いにつ
いては，「北海道大学
病院における個人情報
管理に関するガイドラ
イン」を定め，個人が
特定できる情報につい
ては，個人情報保護管
理区域外への一切の持
出しを禁止し，相当程
度に個人の特定が困難
な情報については，保
護管理者への届出を行
った上でパスワードロ
ックを用いた媒体での
み持ち出しを許可して
いる。 
・カルテは電子カルテ
と紙カルテの２種類を
管理及び保管している
。 
・平成22年に電子カル
テを導入し，それ以前
の紙カルテについては
，10年間の保存期間を
設けて診療録管理室に
て保管している。また
，紙媒体で生成される
説明承諾書等について
は，スキャニングして
電子カルテに取込み，
かつ，原本も保管して
いる。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録管理室 
看護記録 診療録管理室 
検査所見記録 診療録管理室 
エックス線写真 診療録管理室 
紹介状 診療録管理室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療録管理室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三

第
三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 各課において適切に保
管している。 高度の医療の提供の実績 医事課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 医事課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

総務課 

入院患者数、外来患者及び調剤 医事課及び薬剤部 



 
 

の数を明らかにする帳簿 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 各課において適切に保
管している。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療支援課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療支援課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療支援課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療支援課 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療支援課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療支援課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療支援課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療支援課 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療支援課 各課において適切に保
管している。 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療支援課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療支援課 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療支援課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 医療支援課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療支援課 

職員研修の実施状況 医療支援課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課，経営企画課 
 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別 ○1 ．計画    ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              総務課長 阿部 康成，経営企画課長 三浦 順一 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務係長 伊東 武志，経営企画係長 鈴木 雅樹 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課事務室，経営企画課事務室 

 閲覧の手続の概要 

 

利用者は必要に応じ，文書により閲覧責任者に閲覧を申し出，閲覧担当者は閲覧責任者に 

確認のうえ閲覧に応じる。 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病

院は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の

該当する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0 件 

  歯  科  医  師    延        0 件 
      国    延        0 件 
  地 方 公 共 団 体    延        0 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有 

 
 ・ 指針の主な内容： 
１．本院の医療安全管理に関する基本的な考え方 
２．医療に係る安全管理のための委員会等に関する組織の基本的事項 
３．医療に係る安全管理のための職員研修に係る基本的事項 
４．医療機関における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善の

ための方策に関する基本方針 
５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
６．医療従事者と患者間の情報の共有に関する基本方針 
７．患者等からの相談に関する基本方針 
８．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有 ） 
・ 開催状況：年１２回 
・ 活動の主な内容： 

１．医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査
及び分析に関すること 

２．医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること 
３．医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること 
４．医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の
見直しに関すること 

５．医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること 
６．医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること 
７．その他医療事故等に関すること 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１１回 

 
 ・ 研修の内容： 
１．医療安全に関する講演会「2018年度のインシデントを振り返って」×６回 
２．医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 
３．医療安全に関する講演会「医療機能評価を受けてPRSについての講演会 

Rapid Response System～あなたの気づきが急変 
を予防する院内全体で取り組む患者安全のシステ 
ム」 

４．医療安全に関する講演会「医療安全と院内感染対策について」 
５．医療安全の日講演会「1.誤認手術 ～患者取り違え事故から20年～  

2.サーベイヤーとして見た北大病院」 
６．医療安全に関する講演会「人生の最終段階における医療ケアの倫理：DNAR

の再確認」 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１．報告書に伴う問題点の把握方法（各部署，安全管理部門の問題点の認識） 

インシデント報告に関する分析からフィードバックまでの対応（職員への
周知と再発防止） 

１）専任リスクマネジャー（ＧＲＭ）が当該リスクマネジャー（ＲＭ）へ事
実確認を行い，報告内容の監査・分析を行い，問題事例や有害事象の場
合は，当該ＲＭとの検討，患者の影響度，患者への対応状況などを協議

 



 
 
 

 
し対応している。 

２）レベル３ｂの有害事象の場合は，当該部署のＲＭに当該部署として検討
を行った結果と再発防止策について，事例報告書として詳細報告を要請
し，事例報告書に基づき原因・起因を分析し，病院長に報告している。 

３） レベル４，５の有害事象は，ＧＲＭが聞き取り・現場検証などの事実調
査を行い，当該ＲＭ・関係者との事象の検討，患者の影響度，患者への
対応などを協議している。ＧＲＭが作成した検証資料に基づき，病院長
・医療安全管理部長・当該部署の責任者とＲＭにより原因検討を行い，
重篤な事案の場合は医療事故対策特別部会で原因検討の上，病院の見解
を明確にしている。 

 
２．問題点の分析方法（各部署，安全管理部門の問題点の分析方法） 
１） 必要な事例については，専門分野の委員を指名し，ＷＧ，院内医療事故

検討会を設置し，原因分析・再発防止策を作成する。 
２） レベル３ａ以上の報告は，毎週月曜日にインシデントレポート検討・判

定会において，レベル・過誤の判定と合併症の妥当性の検討を行うとと
もに，報告内容を分析し，原因と患者への影響度を検討し，医療事故報
告制度への報告対象事例の判定を行っている。 

３） 必要に応じて，マニュアルガイドラインの整備を行うためのＷＧを設
置し，再発防止策を 

 
３．改善策の検討方法 
１） 報告の全体的分析は，毎月と年間において実施し，発生レベル・報告状

況・場面別に集計し，発生場面別や職種別の発生状況について定量的分
析を行い「医療安全に関する報告集計」を作成し，各委員会に周知を図
っている。また，病院運営会議においても報告し，周知を図っている。 

２） 各診療科・部署の安全管理を図るために，前年度の当該診療科・部署で
の報告について年間集計し，当該診療科・部署での優先的課題を分析し
，年度前半で，診療科・部署ＲＭ等で対策を検討し，年度末に再度，今
年度の当該診療科・部署での報告について集計し，優先的課題の評価を
実施し，次年度に向けて継続事項を検討している。 

３） 医薬品・医療機器に関する事象については，関係専門委員会で再発防止
策を検討し，システム改善・教育体制などの企画を検討している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有 

  ・ 指針の主な内容： 
北海道大学院内感染指針は以下の項目から成っている。 
１ 院内感染対策に関する基本的な考え方 
２ 院内感染対策に関する管理組織機構 
（１）院内感染対策委員会 
（２）院内感染対策特別部会 
（３）感染制御部 
（４）感染防止対策チーム 
（５）感染対策マネージャー連絡会議 
３ 職員研修に関する基本方針 
４ 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
５ アウトブレイクあるいは異常発生時の対応に関する基本方針 
６ 患者等への情報提供と説明に関する基本方針 
７ その他院内感染対策の推進のために基本方針 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

・ 活動の主な内容： 
・院内感染防止対策の検討及び推進 
・院内感染防止の対応及び原因究明 
・院内感染等の情報収集及び分析 
・院内感染防止等に関する職員の教育・研修 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年３１回 

・ 研修の内容： 
・医科研修医オリエンテーション：「感染対策研修」×２回 
・歯科研修医オリエンテーション：「院内感染予防対策(総論・各論)」 
・医事課事務補助員(クラーク)：「北大病院の感染管理」 
・2019年度病院初任職員オリエンテーション：「院内感染予防」 
・新規感染対策マネージャー講習会：「感染対策マネージャーの役割」×２回 
・院内感染対策講演会(医療安全管理部と共催) ×３回，DVD上映会 ×３回及び各部署にて視聴 

   「2018年度のインシデントを振り返って」「2018年度の感染症とその対策を振り返って」 
   「抗菌薬適正使用について」 
・院内感染対策講演会（医療安全管理部と共催）×１回，DVD各部署にて視聴 

   「感染管理について」「抗菌薬について」 
・専門領域別研修会①：「標準予防策と耐性菌検出患者の感染対策」 
・専門領域別研修会②：「血管内留置カテーテル管理」「尿道留置カテーテル管理」 
・看護助手研修：「感染管理の基本について」×４回 
・異動後医師研修：「北大病院の感染制御」×２回 
・新入職員オリエンテーション：「院内感染予防」 
・手術部講義：「院内感染予防について」 
・静脈注射エキスパートナース認定研修（医療職者）：「静脈注射と感染管理」 
・外注職員調理担当食中毒防止講習会：「ノロウイルス胃腸炎対策」「手洗い（演習）」 
・外注職員清掃教育研修会：「病院清掃について」×２回 
・院内学級感染対策講習会：「院内感染予防」・「手洗い（実習）」×３回 
・DVD研修 
・eラーニング 

    「インフルエンザ（2019年度版）」 
   「感染性胃腸炎（2019年度版）」 

「検体採取（2019年度版）」 
   「手指衛生、PPE、咳エチケット(2019年度版)」 
   「標準予防策・感染性経路別予防策(2019年度版)」 
   「WHO手指衛生(2019年度版)」 
・部署内研修 

 
 
 
 



 
 
 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有 ） 
・「感染症のアウトブレイク発生に伴う保健所への報告基準」を制定し，保健所や大学内の報告
に係る基準及び方法等について整備済みである。（平成２３年６月１７日医政指発第１号に基
づき，平成２３年８月２５日病院執行会議において承認） 

 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・感染防止対策チームを設置して，院内感染状況，抗菌薬の適正使用，職員の感染防止策等の実
施状況の把握と指導を行っている。 

・耐性菌サーベイランス等，感染症法に基づく院内感染症発生状況の迅速な把握と対応を行って
いる。 

・感染防止対策加算１を算定する医療機関として，同じく加算１を算定する医療機関との相互評
価・加算２を算定する各連携医療機関とのカンファレンスおよび加算１の連携医療施設と加算2 
の連携医療施設（各加算1連携医療施設の加算2医療連携施設を含む）合同カンファレンスの開催
等により道内の医療機関との連携を図っている。 
・平成３０年１２月から，感染制御部専従の薬剤師１名を新たに配属した。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 

  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年８回 

 
・ 研修の主な内容： 
１．研修医オリエンテーション「処方全般」 

              開催回数：3回（2019年4月2日、4日、5日）、対象：医師、歯科医師 
２．新任職員研修「薬の知識とリスクマネジメント」 

              開催回数：1回（2019年4月16日）、対象：医師以外全職種 
３．医薬品に関する講習会「危険薬の取扱い」 

              開催回数：2回（2019年8月21日、8月28日）、対象：看護師 
４．異動後医師研修「危険性の高い薬剤の取り扱い」 

開催回数：2回（2019年4月26日、10月8日）、対象：医師 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
・ 手順書の作成        （ 有 ） 
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 
医薬品安全使用に関する手順書 
１）医療安全上、注意を要する薬剤リスト 
（１） 特に安全管理が必要なリスト 
（２） 配合注意・投与ルートで注意を要する注射薬 
（３） 誤認に注意薬剤 

２）指示・伝達ルール 
（１） 指示・伝達ルール 
（２） 口頭指示は原則禁止 

３）内服薬に関する管理基準 
（１） 内服薬管理基準 
（２） 薬剤管理指導業務手順書 
（３） 入院患者の持参薬確認業務手順書 
（４） 誤調剤に対する調剤室対応手順 

４）注射薬に関する管理基準 
（１） 注射業務管理基準 
（２） 注射薬混合調製（ミキシング）手順書 

５）危険性の高い薬剤に関する手順書 
（１） 危険性の高い薬剤の取扱い手順書 
（２） カリウム注射剤取り扱いマニュアル 
（３） アナフィラキシーショックへの対応 
（４） 抗凝固・抗血小板療法施行時における出血性合併症および処置・手術時の対応 

６）抗がん薬に関する手順書 
（１） 院内がん化学療法要項 
（２） がん化学療法実施運用手順書 
（３） 抗がん薬被爆防止に関するマニュアル 
（４） 院内におけるがん化学療法の安全性に関する取り決め 
（５） 血管外漏出およびアレルギー反応発生時の対応について 

７）医療安全情報管理 
（１） 医療安全性情報管理体制 
（２） 薬剤部における医薬品情報管理マニュアル 

８）医薬品管理 
（１） 病棟における注射剤管理業務手順書 
（２） 病棟における薬剤業務基準 
（３） 麻薬管理取扱い手順 

９）インスリン療法マニュアル 



 
 
 

 
（１） インスリン療法マニュアル 
（２） インスリンラインナップ 
（３） 各製剤の使い方 
（４） 参考資料 

 １０）医薬品の採用に関する手順書 
 １１）他施設との連携に関する手順書 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例： 
 １）シドフォビル；造血幹細胞移植後あるいは免疫抑制後に発症した重症アデノウイルス感染症 
 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 ・医薬品の情報管理体制として、薬剤部における医薬品情報管理手順を作成し、それに基づき、

日本医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として、医薬品医療機器総合機
構（PMDA）からの医療安全情報は「PMDA医療安全情報」「緊急安全性情報」「安全性速報」「P
MDAから医薬品適正使用のお願い」としてメールにより診療科・部門に提供している。また、関
係機関からの医薬品に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提供と点検のお
願い」にて情報提供とともに現場での業務点検を依頼している。 

・医薬品に関するインシデント集計・分析結果により、専門委員会やワーキング等で医薬品に関
するインシデント防止対策や講習会内容の検討を行っている。 

 ・未承認薬に関して、未承認新規医薬品等管理部において当院で使用したことのない医薬品また
は高度管理医療機器であって「医薬品医療機器法」による承認または認証を受けていないもの
の提供に関する申請の受理および提供の可否について審査する体制としている。 

 ・適応外使用に関しては、薬剤部においては調剤時に確認・記録を実施している。また、医薬品
適応外使用（禁忌含む）の把握と申請の徹底を図るため、医薬品適正使用ワーキングを通じて
申請状況を親委員会である医薬品安全管理体制専門委員会に諮ることとなっている。また、薬
剤部においては適応外ならびに禁忌薬使用状況を疑義照会履歴等で定期的に同委員会に報告し
、問題がある場合は適宜、委員会から指導を行う体制としている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年168回 

 
・ 研修の主な内容： 
１．人工心肺装置・大動脈内バルーンポンプ装置・経皮的心肺補助装置 

     計7回実施（2019/9/16、11/8、11/28、12/12、2020/2/7、2/10、2/20） 
２．人工呼吸装置 

      計5回実施（2019/10/17、10/28、11/7、11/13、12/24） 
人工呼吸器安全管理講習会 

    計6回実施（院内ワーキング認定試験の講習として基礎課程3回を2クール） 
３．血液浄化装置 

    計3回実施（2019/7/8、12/5、12/23） 
４．除細動器・自動体外式除細動器(AED) 

    計3回実施（2019/4/5、2020/1/21、2/13） 
５．閉鎖式保育器 

    計4回実施（2020/1/15、1/16、1/27） 
６．その他の医療機器 

    計130回実施（シリンジ輸液ポンプ、生体情報モニタ等） 
７．診療用高エネルギー放射線発生装置 計5回実施（2019/4/19,5/7,7/2,12/24,2020/1/21) 
８．診療用放射線照射装置計2回実施（2019/4/22,2019/12/23） 
９. 陽子線治療装置計3回実施（2019/7/2,2019/12/23,2020/2/4） 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有 ） 
・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
電子カルテ内の「医療機器管理」システムを活用し、医療機器の種類と機種ごとに保守点検計画
の策定、実施、及び、実施の確認をしている。 

 
【中央管理機器】 

ＭＥ機器管理センターでのＭＥ機器使用後の終業点検，機器の特性に応じた計画的1〜１２ヶ月
点検，定期点検の実施。不具合発生時の現場調査と故障点検の実施。故障時のメンテナンスとメ
ーカーとの調整。 

【部署管理医療機器】 
  医療機器の資産台帳をもとに診療科・病棟管理の医療機器を年1回定期点検の必要性を検討し、 
メーカー点検が必要と判断されたものは計画的に実施する。 

【放射線部管理機器】 
放射線治療機器における、①始業点検、②２回/月以上の出力線量測定、③３ヶ月及び６ヶ月毎

に放射線特性及び幾何学的点検、④漏洩線量等の放射線管理に関する測定を実施している。 
  他に製造メーカーと保守契約を結び年間4回の定期メンテナンスを実施している。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例： 
 医療機器安全管理体制専門委員会への使用申請を義務付け，使用状況を把握し委員会で検討。 
 使用事例は無い。 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 適応外・目的外使用の医療機器は、医療機器安全管理体制専門委員会に申請し検討のうえ使用状
況を把握。 
日本医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として電子メールで診療科・中央

診療部門に提供。 
PMDAのクラス回収については該当部署に電子メールで情報提供。 



 
 
 

 
関係機関やメーカーからの医療機器に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提

供と点検のお願い」にて情報提供とともに現場での業務点検を依頼。 
ＭＥ機器管理センターからＭＥセンターニュースとして医療機器の特性や情報を全部署へ提供。 
汎用性のある医療機器のマニュアルを電子カルテに表示。 
医療機器を管理するための医療機器管理体制を明文化。 
使用頻度の高い医療機器についてeラーニングシステムを構築。 
医療機器の添付文書，取扱説明書などの容易にアクセスできるよう電子カルテに掲載。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
：医療安全管理責任者として，副病院長（医療安全担当）（医師）を配置し，医療安全管理部門，
医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（４名） 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 
・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 
  医療安全管理責任者として，副病院長（医療安全担当）（医師）を配置し，医療安全管理部門，医
療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 

 
・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

薬剤部において，医薬品情報の整理，周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外，禁忌等の処
方に係る確認等については，薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 

 
・担当者の指名の有無（有） 
・担当者の所属・職種： 
（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師（室長））  （所属：    ，職種       ） 
（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 
（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 
（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 
 
④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有 
・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す
る規程の作成の有無  （ 有 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内
容：インフォームド・コンセントについては，院内マニュアルに沿って実施し，診療録管理室が
現状のモニタリングを行い，指導等を行っている。また，説明する機会も増えていることから，
関連部門（各診療科・看護部）・医療安全管理部と協議してマニュアルの改正等（要項を含む）
があれば，職員に周知する。 

 
 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有 
・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 
診療録の記載内容の確認について，毎年，各部署の診療録点検を実施し指導している。また，点

検結果をリスクマネジャー連絡会議において報告し，各部署へ周知し，適切に診療録等の管理が行
われるようにしている。 
⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有 
・所属職員：専従（６）名、専任（ ）名、兼任（６）名 
 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 
 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 
（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 
・活動の主な内容： 
１ 医療事故及びインシデント（以下「医療事故等」という。）報告の受理及び分析に関するこ
と。 



 
 
 

 
２ 医療安全管理委員会の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他医療安全管理委員会の庶

務に関すること。 
３ リスクマネジャー連絡会議の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他リスクマネジャー

連絡会議の庶務に関すること。 
４ 医療安全に関する教育及び研修に関すること。 
５ 医療現場からの医療事故等の相談に関すること。 
６ 医療事故等に関する診療録や看護記録等への記載内容の確認及び指導に関すること。 
７ 医療事故等の発生時における患者又はその家族への対応状況の確認及び必要な指導に関するこ

と。 
８ 医療事故等に対する原因究明の実施状況確認及び必要な指導に関すること。 
９ 医療安全に係る連絡調整に関すること。 
１０ 医療安全の確保に資する診療の状況の把握に関すること。 
１１ 職員の医療安全に関する意識の向上の状況の確認に関すること。 
１２ その他医療安全対策の推進に関すること。 
 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 
・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（１６件）、及び許可件数（１６件） 
・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 
・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医
療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 
１ 高難度新規医療技術の提供に関する実施申請の受理及び提供の可否について審査すること。 
２ 高難度新規医療技術の実施における手順等の遵守状況の確認に関すること。 
３ その他高難度新規医療技術に関すること。 
・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 
・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 
・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（３件）、及び許可件数（３件） 
・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 
・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医
薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の
有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 
１ 未承認新規医薬品等の提供に関する申請の受理及び提供の可否について審査すること。 
２ 未承認新規医薬品等の提供に関する実施状況の確認に関すること。 
３ その他未承認新規医薬品等に関すること。 
・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 
・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有 ） 
⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 
・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年２２４件 
・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった
ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実
及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年８４件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 
１ 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査及び分析に関するこ  
 と。 
２ 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること。 
３ 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること。 
４ 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の見直しに関するこ
と。 



 
 
 

 
５ 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること。 
６ 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること。 
７ その他医療事故等に関すること。 
⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 
・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：千葉大学医学部附属病院 ）） 
・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：奈良県立医科大学附属病院 ）） 
・技術的助言の実施状況 
１．医療安全について 
全般的にとても精力的に活動されている。チェックシートの病院で定めた一定の基準により合併

症を把握する仕組み（オカレンス報告制度や合併症報告制度）はないとされてはいるが、実際には
医療の質評価のための診療状況のモニタリング項目が９項目と多岐にわたり、その中には一般的な
オカレンス報告に相当するものが含まれている。また院内全体から医療安全管理部がとても相談し
やすい環境が構築されていて、なんでも相談されている状況が見えた。これは院内部署相互のコミ
ュニケーションがとても良好であると感じられた。またシステム的にもよく練られていて、病院情
報システムや医事システムとも円滑な連携が構築されている。 
院内事故や院内死亡例の分析会議は適切に実施されており、参加者は医療安全管理部門のみならず
多数の参加者で実施されている。モニタリングについては前述の通り多数の項目で実施されている
が、収集され分析したデータをまだ院内に発信されていない点は少しもったいない気がする。自身
の医療の質評価結果を院内で共有されるとさらに強固な組織になれると考える。 
 
２．外部監査について 
 外部監査は適正に開催されている。また外部監査委員会の活動性がきわめて高く、委員の意気込
みが感じられる。監査で指摘された内容は詳細に検討されてしっかりと運用にフィードバックされ
ている。 
 
３．高難度について 
 高難度審査の流れについてはやや体制が複雑には見えるが、申請された医療技術等の内容に応じ
て審議プロセスが緻密に構成されている。担当部門と評価委員会もしっかりと機能しており、評価
委員会の議事概要、職員の遵守状況、導入後の報告体制、報告を求める症例数の基準および実施体
制変更があった場合の確認体制なども適正に運用されている。 
高難度医療を実施するうえで院内調整の安全性や感染などのリスクを評価するのに必要な検査に予
算が充当されていることは羨望に値する。 
このシステムを円滑に運用するために“相談フォーム”という文書が採用されており、治験、臨床
研究、高難度医療のみならず医薬品管理上の未承認薬や適応外使用のいずれの申請窓口からも適切
な流れに移行できるような連携システムが構成されている。このことは我々にとってはとても参考
になった。施設全体が臨床研究の重要性を十分理解した上で、特定機能病院として臨床のエビデン
ス創出に強い指向性を持っていることがこのシステム運用の礎となっていることが窺える。 
 
４．終わりに 
 相互チェックで見た内容は非常に高度に整備・運用されている。一重に医療安全管理部の努力の
結集であると考える。部外協力体制はあるものの決して潤沢であるとは言えないスタッフであげた
成果は目を見張るものがあるが、管理部スタッフの安全のために業務や責任をもう少し軽減される
ことを望む。 
 
⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 
・体制の確保状況 
患者相談室を設置し，医療支援課が対応している。医療支援課長が室長となり，業務を総括して

いる。窓口の周知方法は，外来ホールにポスターを掲示し周知している。なお，医療安全に係る情
報は，ＧＲＭに連絡し，調査を行う。また，医療支援課と患者相談窓口・医療安全管理部合同会議
を月１回開催し，情報を共有している。 
 
 
 
 

 



 
 
 

 
⑫ 職員研修の実施状況 
・研修の実施状況 
１．医療安全に関する講演会「2018 年度のインシデントを振り返って」×６回 
２．医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 
 
３．医療安全に関する講演会「医療機能評価を受けて PRS についての講演会 Rapid Response System

～あなたの気づきが急変を予防する院内全体で取り組む患者安全のシ
ステム」 

４．医療安全に関する講演会「医療安全と院内感染対策について」 
５．医療安全の日講演会「1.誤認手術 ～患者取り違え事故から 20 年～ 2.サーベイヤーとして見

た北大病院」 
６．医療安全に関する講演会「2019 年度 歯科インシデントより」 
７．医療安全に関する講演会「人生の最終段階における医療ケアの倫理：DNAR の再確認」 
 
 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1
日の員数を記入すること） 

 
⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研

修の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者： 2019.10.27～28（新規）受講 

医療安全管理責任者： 2019.10.11（継続）受講 

 医薬品安全管理責任者： 2019.12.17～18（新規）受講 

医療機器安全管理責任者： 2019.12.16（継続）受講 
 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



 
 
 

 
規則第７条の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

病院長候補者の選考は，医療法第10条に規定する者であって，人格が高

潔で，学識に優れ，かつ，組織管理能力等の病院を管理する上で必要な資

質及び能力並びに医療の安全の確保のために必要な資質及び能力を有する

もの。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

本学ホームページで公表。 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

本学ホームページで公表。 
 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の関

係 

笠原正典 北海道大学理事 ○ 総長が指名する理事 有・無 

吉岡充弘 北海道大学大学院

医学研究院 

 医学研究院長 有・無 

八若保孝 北海道大学大学院

歯学研究院 

 歯学研究院長 有・無 

秋田弘俊 北海道大学病院  病院長 有・無 

篠原信雄 北海道大学大学院

医学研究院 

 医学研究院教授会が推薦する教

授 

有・無 

畠山鎮次 北海道大学大学院

医学研究院 

 医学研究院教授会が推薦する教

授 

有・無 



 
 
 

 

北川善政 北海道大学大学院

歯学研究院 

 歯学研究院教授会が推薦する教

授 

有・無 

髙橋久美子 北海道大学病院 

看護部長 

 病院執行会議が推薦する職員 有・無 

深澤博昭 北海道大学病院 

事務部長 

 病院執行会議が推薦する職員 有・無 

中村 隆 札幌総合法律事務

所 

 学外有識者（弁護士） 有・無 

松村 明 筑波大学医学医療

系脳神経外科学 

 学外有識者（元他大学病院長） 有・無 

大島寿美子 北星学園大学  学外有識者（私大教授） 有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
有 

   

 

・合議体の主要な審議内容 

１ 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査及び分析に関すること

。 

２ 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること。 

３ 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること。 

４ 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の見直しに関すること。 

５ 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること。 

６ 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること。 

７ その他医療事故等に関すること。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

１ 病院運営会議 

２ リスクマネジャー連絡会議 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 無 ） 

 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

秋田 弘俊 〇 医師 病院長 

平野  聡  医師 副病院長 

臨床研修センター長 

北川 善政  歯科医師 副病院長 

南須原 康行  医師 医療安全管理責任者／医療安全管

理部長 

根岸 淳  歯科医師 医療安全管理部副部長／ゼネラル

リスクマネジャー 

本田 秀子  看護師 ゼネラルリスクマネジャー 

古藤 幸子  看護師 ゼネラルリスクマネジャー 



 
 
 

 
沖  洋充  薬剤師 ゼネラルリスクマネジャー 

石田  晋  医師 手術部長 

武冨 紹信  医師 物流管理センター部長 

遠藤  晃   医療情報企画部長 

豊嶋 崇徳  医師 国際医療部長 

本間 明宏  医師 ＭＥ機器管理センター部長 

菅原  満  薬剤師 薬剤部長／未承認新規医薬品等管理

部長 

高橋 久美子  看護師  看護部長 

澁谷 斉  臨床検査技師 医療技術部長 

石黒 信久  医師 感染制御部長 

篠原 信雄  医師 高難度新規医療技術管理部長 

佐藤 典宏  医師 臨床研究開発センター長 

深澤 博昭  事務 事務部長 

渡利 英道  医師 産科・婦人科教授 

藤原 晶  医師 循環器･呼吸器外科 医員 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

病院長は，副病院長を総長へ推薦，病院長補佐を指名，診療科長，中央診療施設等の長を
命ずる権限を有している。 

    病院執行会議，病院経営委員会，病院教員人事委員会等病院の管理運営・経営・人事に係
る重要な会議において議長となり議決している。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
副病院長（総務担当）は，病院全体の運営にかかる連絡調整を行い，副病院長（医科担当

）は，医科診療科の総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（歯科担当）は，歯科診
療科の総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（医療安全担当）は，医療安全にかか
る総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（看護業務担当）は，看護部の総括及び他
部署との連絡調整を行っている。 

  
また，病院長補佐（再開発担当，歯科担当，企画，経営・財務担当，経営戦略担当，経営

・事務担当，国際医療，国際交流，研究担当，臨床研究中核病院，産学官連携，研究支援担
当，広報，地域連携，100周年記念事業担当，薬剤部担当，医療技術部担当）は，病院長が特
に命じた事項について，企画及び立案並びに病院に各部署間の連絡調整を行っている。 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
本院職員のうち，長年職務に精通し，経験豊富な者から人選する。 
研修は組織管理、働き方改革に関するシンポジウム等に参加している。 

 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況 

 

監査委員会の設置状況 有 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

１ 北海道大学病院の医療に係る安全管理の業務執行の状況について，北海道大学病院長等から報告

を求め，又は必要に応じて確認を実施すること。 

２ 病院の医療に係る安全管理について，北海道大学総長及び病院長に報告し，必要に応じて是正措

置を講じるよう意見を述べること。 

３ 前２号に掲げる業務について，その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・公表の方法：北海道大学ホームページ 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

橋本 暁佳 札幌医科大学  医療安全に精通 無 １ 

萩原 正子 小樽市立病院  医療安全に精通 無 １ 

坂本 大蔵 ほくと総合法律

事務所 

○ 法律に精通 無 １ 

高田  久 北海道信用保証

協会 

 医師・患者関係

に精通 

無 ２ 

生駒 一憲 北海道大学病院  医療を提供する

者 

有 ３ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

既存の大学規程や内部規程で対応。 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（  無  ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（  有  ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（  有  ） 
 
 ・ 公表の方法 
   本院ホームページ 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

病院の管理運営に関する状況を点検する会議体を設置した。 
 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：北海道大学病院管理運営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

中 村   隆 札幌総合法律事務所 ○ 有・無 

長 瀬   清 北海道医師会長  有・無 

土 橋 和 文 札幌医科大学附属病院長  有・無 

笠 原 正 典 北海道大学総長代行  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ） 

・通報件数（年７件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ） 

・周知の方法：リスクマネジャー連絡会議，医療安全管理委員会，研修会等 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  日本医療機能評価機構、平成31年3月 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

広報誌及びウェブサイトにて、本院の理念と目標、地域の中核としての役割、先進的な医療 

に関する情報提供などを行っている。 

  また、市民公開講座を主催し、地域社会へ医療に関する最新情報の提供を行っている。 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

診療科間の連携についてのルールが整備されており、他診療科への受診依頼、依頼先においての

検査結果等の患者情報が電子カルテを通して共有されている。患者の情報が不足している場合は

補足説明を電話で直接行う等により緊密かつ緊急に連携できる体制を整えている。 

 

 

 

 



(様式第 9) 

                                海 大 第 8 9 1 号 

令和２年１０月１５日  

 

  厚生労働大臣         殿 

 

北海道大学総長 寳 金 清 博  (印)  

 

北海道大学病院に関する変更について 

 

 標記について、医療法施行令（昭和 23 年政令第 326 号）第 4 条の 3 の規定に基づき、以下のとおり

変更があったので届け出ます。 

 

名  称 
変更があった事項及びその内容 

 

病院長 

 変更前：寳金 清博 

 変更後：秋田 弘俊 

 

 

(注) 1 必要がある場合は続紙に記載して添付すること。 

  2 開設者名の記入箇所及び「名称」欄には、変更があった場合は、変更後のものを記入する    

こと。 

  3 「変更があった事項及びその内容」欄には、変更があった事項を明らかにした上で、その事       

項についての変更のみを、変更前と変更後の内容を区別して下記により記入すること。 

         ① 開設者の氏名及び名称の変更については、変更前のもののみを記載することとしても            

差支えない。 

    ② 診療科名の変更の場合は、医療法施行規則第 6 条の 4 に掲げる診療科名をそれ以外の

診療科名よりも先に記入し、削除又は追加された診療科名に下線を付すこと。 

    ③ 集中治療室、無菌病室等又は医薬品情報管理室の構造設備の変更については、承認申            

請書に記載することとされている事項に係る変更のみを変更前と変更後のそれぞれを区            

別して記入すること。なお、集中治療室、無菌病室等又は医薬品情報管理室を有しなくな

った場合にはその旨を記載し、固定式の無菌病室や専用の医薬品情報管理室を新たに設け

たなどの場合には承認申請書に記載することとされているものと同じ事項について記入

すること。 

     (記載例：50 床増床し、集中治療室にペースメーカーを導入した場合) 

       病床数 

        変更前：550 床 

        変更後：600 床 

       集中治療室に備える機器 

        変更前：人工呼吸装置、心電計、心細動除去装置 

        変更後：人工呼吸装置、心電計、心細動除去装置、ペースメーカー 


